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第
一
六
回
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中
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序

清）

昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
二
月
二

O
日
に
実
施
さ
れ
た
第
一
六
回
衆
議
院
議
員
選
挙
は
、
大
幅
な
選
挙
制
度
の
改
正
と
大
き
な
政

党
再
編
が
行
な
わ
れ
て
以
降
、
初
め
て
実
施
さ
れ
た
総
選
挙
で
あ
っ
た
。
選
挙
制
度
の
改
正
は
、
従
前
制
限
さ
れ
て
い
た
納
税
資
格

が
撤
廃
さ
れ
普
選
の
導
入
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
小
選
挙
区
制
か
ら
中
選
挙
区
制
へ
の
移
行
を
骨
子
と
し
て
い
た
。
ま
た
、
前
回

第一六回衆議院議員選挙における中選挙区制導入の影響について（玉井

総
選
挙
で
鏑
を
削
っ
た
有
力
四
政
党
の
内
、
革
新
倶
楽
部
の
立
憲
政
友
会
（
以
下
、
政
友
会
と
略
）
へ
の
合
流
（
大
正
一
四
年
五
月
一

四
日
）
が
行
な
わ
れ
る
と
と
も
に
、
政
友
本
党
と
憲
政
会
と
の
合
同
に
よ
り
立
憲
民
政
党
（
以
下
、
民
政
党
と
略
）
が
誕
生
し
（
昭
和

二
年
六
月
一
日
）
、
昭
和
初
頭
の
二
大
政
党
体
制
へ
と
導
く
政
党
再
編
も
行
な
わ
れ
た
。
こ
う
し
た
選
挙
制
度
の
改
正
と
政
党
の
再
編

が
、
政
党
を
中
心
に
行
な
わ
れ
る
公
認
候
補
の
選
考
や
擁
立
に
、
あ
る
い
は
候
補
者
の
選
挙
戦
略
や
そ
れ
に
基
づ
く
選
挙
運
動
に
少

な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

筆
者
は
既
に
、
こ
の
第
一
六
回
総
選
挙
、
い
わ
ゆ
る
第
一
回
普
選
に
際
し
て
作
成
、
利
用
さ
れ
て
き
た
種
々
の
選
挙
ポ
ス
タ
ー
や

ビ
ラ
に
対
す
る
考
察
を
重
ね
て
き
た
が
、
本
稿
で
は
、
候
補
者
が
有
権
者
に
配
布
し
た
、
立
候
補
宣
言
や
挨
拶
状
、
あ
る
い
は
、
支

援
者
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
推
薦
状
を
、
右
の
問
題
意
識
に
立
ち
な
が
ら
分
析
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
確
か
に
、
立
候
補
挨
拶

状
や
推
薦
状
等
の
選
挙
文
書
の
多
く
は
、
そ
の
名
前
だ
け
を
入
れ
替
え
れ
ば
、
誰
も
が
使
う
こ
と
の
で
き
る
画
一
的
形
式
と
文
言
に

よ
り
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
注
意
深
く
考
察
す
れ
ば
、
候
補
者
の
支
援
組
織
や
地
盤
、
選
挙
運
動
や
そ
の
戦
略
を
窺
う
こ

と
が
で
き
る
内
容
も
含
ま
れ
て
い
た
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
紙
幅
の
関
係
か
ら
、
小
選
挙
区
制
か
ら
中
選
挙
区
制
へ
の
選
挙
区
制
の

改
正
が
候
補
者
に
与
え
た
影
響
に
注
目
し
、
こ
れ
を
確
認
で
き
る
事
例
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
な
い
、
第
一
六
回
総
選
挙
の
選
挙
戦

の
内
実
を
解
き
明
か
し
て
み
た
い
。

20う

な
お
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
立
候
補
宣
言
や
推
薦
状
は
、
資
料
的
限
界
か
ら
全
選
挙
区
を
カ
バ
ー
す
る
も
の
で
は
な
く
、
選
挙
区
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制
改
正
の
影
響
を
選
挙
文
書
か
ら
確
認
で
き
る
東
京
の
特
定
の
選
挙
区
と
候
補
者
に
限
定
し
た
考
察
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
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慶躍の政治学

公
認
調
整
の
難
航
と
候
補
者
の
乱
立

最
初
に
、
小
選
挙
区
制
か
ら
中
選
挙
区
制
へ
の
移
行
に
よ
り
、
本
稿
が
注
目
す
る
東
京
の
選
挙
区
の
区
割
り
が
ど
の
よ
う
に
変
更

さ
れ
た
か
、
さ
ら
に
は
、
普
選
の
導
入
が
、
選
挙
区
を
構
成
す
る
各
郡
区
に
い
か
な
る
有
権
者
の
増
加
を
も
た
ら
し
た
か
、
そ
の
概

要
を
表
に
基
づ
き
確
認
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
第
一
四
回
と
第
一
五
回
総
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
小
選
挙
区
制
時
代
、
東
京
は
、
第
一
区
か
ら
第
一
六
区
ま
で
一
六
の
選
挙

区
に
分
割
さ
れ
て
い
た
が
、
中
選
挙
区
制
へ
の
移
行
に
よ
り
統
合
が
図
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
区
か
ら
第
七
区
ま
で
の
七
つ
に

統
合
さ
れ
、
定
数
三
名
が
一
選
挙
区
、
定
数
回
名
が
二
選
挙
区
、
定
数
五
名
が
四
選
挙
区
と
な
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
小
選
挙
区
制
時

代
の
東
京
の
一
六
の
選
挙
区
の
内
、
定
数
一
名
は
一

O
選
挙
区
に
止
ま
り
、
定
数
二
名
が
三
選
挙
区
、
定
数
三
名
が
三
選
挙
区
含
ま

れ
て
い
た
た
め
、
以
下
の
よ
う
に
合
区
の
さ
れ
方
は
一
様
で
は
な
か
っ
た
。

東
京
一
区
は
、
旧
一
区
、
旧
二
区
、
旧
三
区
、
旧
一
一
区
（
以
下
、
本
稿
で
は
、
小
選
挙
区
制
時
代
の
選
挙
区
を
一
不
す
場
合
は
、
「
旧
」

い
ず
れ
も
定
数
一
名
の
四
選
挙
区
が
統
合
さ
れ
、
定
数
五
名
の
選
挙
区
に
な
っ
て
い
る
。
東
京
二
区
は
、
定
数
三

名
の
旧
八
区
と
、
定
数
一
名
の
旧
九
区
及
び
旧
一

O
区
が
統
合
さ
れ
、
定
数
五
名
の
選
挙
区
に
、
東
京
三
区
は
、
定
数
一
名
の
旧
四

を
つ
け
る
）
と
、

区
と
旧
五
区
に
、
定
数
二
名
の
旧
七
区
が
統
合
さ
れ
、
定
数
四
名
の
選
挙
区
と
な
っ
て
い
る
。
東
京
四
区
は
、
定
数
三
名
の
旧
六
区

が
、
そ
の
ま
ま
定
数
回
名
の
選
挙
区
と
な
り
、
東
京
五
区
も
、
定
数
三
名
の
旧
二
二
区
が
そ
の
ま
ま
定
数
五
名
の
選
挙
区
と
な
っ
て

い
る
。
東
京
六
区
は
、
定
数
二
名
の
旧
一
四
区
と
、
定
数
一
名
の
旧
一
五
区
が
統
合
さ
れ
、
定
数
五
名
の
選
挙
区
に
、
東
京
七
区
は
、
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定
数
一
名
の
旧
二
一
区
と
、
定
数
二
名
の
旧
一
六
区
が
統
合
さ
れ
、
定
数
コ
一
名
の
選
挙
区
と
な
っ
て
い
る
。

旧
選
挙
区
の
定
数
の
合
計
と
新
選
挙
区
の
定
数
を
比
べ
て
見
る
と
、
同
数
で
あ
る
東
京
二
、
三
、
七
区
を
除
き
、
新
選
挙
区
の
定

数
は
、
い
ず
れ
も
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
統
合
の
さ
れ
方
は
、
東
京
一
区
の
定
数
一
人
区
間
士
に
よ
る
合
区
、
東
京
二
、
三
、
六
、

七
区
の
よ
う
に
定
数
一
人
区
と
複
数
区
と
の
合
区
、
東
京
四
、
五
区
の
よ
う
に
合
区
は
行
な
わ
れ
ず
定
数
だ
け
が
増
加
と
な
っ
た
場

合
に
大
別
で
き
る
。
因
み
に
、
合
区
に
際
し
、
小
選
挙
区
制
下
の
選
挙
区
の
地
域
が
分
割
さ
れ
異
な
る
選
挙
区
に
併
合
さ
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
の
で
、
旧
来
の
地
盤
の
継
続
に
混
乱
を
及
ぼ
す
要
因
は
比
較
的
少
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

第一六回衆議院議員選挙における中選挙区制導入の影響について（玉井

い
か
な
る
区
や
郡
に
お
い
て
も
有
権
者
の
増
加
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の

増
加
率
や
増
加
数
に
は
、
地
域
差
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
有
権
者
の
増
加
率
が
五
倍
を
超
え
て
い
る
の
は
、
東
京
六
区
の
七
・

三
倍
、
四
区
の
六
・
三
倍
、
五
区
の
五
・
六
倍
と
つ
一
選
挙
区
あ
り
、
そ
の
中
で
も
、
六
区
の
南
葛
飾
郡
の
八
・
四
倍
（
約
六
万
人
増
）
、

ま
た
、
普
選
の
導
入
に
よ
り
、
表
に
一
不
す
よ
う
に
、

同
区
の
北
豊
島
郡
の
七
・
一
倍
（
約
二
万
人
増
）
、
四
区
の
深
川
区
の
六
・
八
倍
（
約
三
万
人
増
）
、
五
区
の
荏
原
郡
の
六
・
五
倍
（
約

九
万
人
増
）
と
、
こ
れ
ら
四
郡
に
お
け
る
有
権
者
の
増
加
率
は
顕
著
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
急
伸
は
、
深
川
区
の
よ
う
に
納
税
資
格

撤
廃
に
よ
り
新
た
に
選
挙
権
を
獲
得
す
る
人
々
が
多
く
住
む
地
域
、
北
豊
島
郡
や
荏
原
郡
の
よ
う
に
東
京
の
都
市
化
に
伴
う
近
郊
の

開
発
に
よ
り
人
口
が
急
増
し
た
地
域
、
南
葛
飾
郡
の
よ
う
に
両
者
の
特
徴
が
兼
ね
あ
わ
さ
れ
た
地
域
を
抱
え
て
い
た
た
め
に
生
じ
て

、‘事－
o

し
中
ム次
に
、
選
挙
制
度
改
正
が
、
各
候
補
者
の
出
馬
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
た
か
、
候
補
者
数
全
般
の
増
減
傾
向
を
押
さ
え
て
お
き

－
F

－、‘円
V

J

ム
lv一
般
に
、
小
選
挙
区
制
の
場
合
、
各
選
挙
区
に
お
い
て
展
開
さ
れ
る
選
挙
戦
は
、
有
力
二
候
補
に
よ
る
一
騎
打
ち
の
様
相
を
呈
す

る
傾
向
に
あ
る
た
め
、
第
三
位
以
下
に
予
想
さ
れ
る
候
補
者
の
出
馬
は
見
送
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
に
比
し
、
中
選
挙
区
制
の

場
合
、
第
三
候
補
者
以
下
に
も
当
選
の
可
能
性
が
広
が
る
た
め
、
中
選
挙
区
制
へ
の
移
行
が
、
各
選
挙
区
の
候
補
者
の
、
と
り
わ
け
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第十六回衆議院議員総選挙有権者数（中選挙区制）

新選挙区 市、区、郡、市庁、島順 選挙法改正後の有権者数（人） 有権者の増加率（併）

東京市 麹町区 8712 ( + 5.381) 2.6 

同 四谷I三 13,828 ( + 9.763) 3.4 

同 麻布区 16,004 ( + 10,803) 3.1 
第一区

｜司 赤坂医 9,450 ( +5.667) 2.5 
（定員5人）

I司 芝区 30,538 ( + 21,072) 3.2 

同 牛込区 22.522 ( + 14,470) 3.2 

百十 101,054 ( + 67,156) 3.0 

l百］ 神田区 22,133 ( + 17,179) 4.5 

｜司 下谷区 31.933 ( + 25,404) 4.9 
第二区

l可 本郷区 22,973 ( + 14,014) 2.6 
（定員 5人）

同 小石川区 27,342 ( + 17,841) 2.9 

計 104.381 ( + 74.438) 3.5 

｜司 京橋区 22.542 ( + 18,112) 5.1 

第三区 同 日本橋区 18,190 ( + 12.907) 3.4 

（定員4人） 同 浅草区 45,007 ( + 33,182) 3.8 

計 85.739 ( + 64.201) 4.0 

l司 本所区 43,538 ( + 36,161) 5.9 
第四区

同 深川氏 34,478 ( + 29,425) 6.8 
（定員4人）

78.016 ( + 65,586) 6.3 

豊多摩郡 85.643 ( + 66,841) 4.6 

荏原郡 103.541 ( + 87,558) 6.5 
第五区

大島庁管内 4.252 
（定員5人）

八丈島庁管内 1.746 

計 195,182 (+160,170) 5.6 

北豊島郡 132,409 ( + 113.783) 71 

第六区 南足立郡 18,802 ( + 15.530) 5.7 

（定員 5人） 南葛飾郡 70,434 ( + 62.064) 8.4 

計 221,645 ( + 191,377) 7.3 

八王子市 8.820 ( + 6.838) 4.5 

南多摩郡 18.085 ( + 13,289) 3.8 
第七区

丙多摩郡 20.348 ( + 16,102) 4.8 
（定員3人）

北多摩郡 26,577 ( + 19.356) 3.7 

73.830 ( + 55,585) 4.0 

合計 859,847 ( + 678,513) 4.7 

『第十五回衆議院議員総選挙一覧j（衆議院事務局、大正一五年）及び『第十六回衆議院議員総選挙一覧j（衆

議院事務局、昭和三年）より作成。
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第一六回衆議院議員選挙における中選挙区制導入の影響について（玉井 清）

第一五回・第一六回衆議院議員総選挙（東京）選挙区対照表

第十五回衆議院議員総選挙有権者数（小選挙区制）

選挙区 市、区、郡、市庁、島興 有権者数（人）

第一区 東京市 麹町区 3331 

（定員 1人） 同 四谷区 4065 

第二区 同 麻布区 5,201 

（定員 l人） 同 赤坂区 3,783 

第三区（定員 l人） 同 芝区 9,466 

第十一区（定員 l人） 同 牛込区 8.052 

計 33.898 

第八区 同 神田区 4.954 

（定員 3人） 同 下谷区 6,529 

第九区（定員 1人） 同 本郷区 8,959 

第卜区（定員 l人） 同 小石川区 9.501 

計 29943 

第四区（定員 l人） 同 京橋区 4.430 

第五区（定員 1人） ｜司 日本橋区 5,283 

第七区（定員 2人） 同 浅草区 11,825 

計 21,538 

同 本所区 7,377 
第六区

同 深川区 5,053 
（定員 3人）

計 12.430 

豊多摩郡 18,802 

第十三区 荏原郡 15,983 

（定員 3人） 伊立七島 227 

計 35,012 

第十四区 北豊島郡 18,626 

（定員 2人） 南足立郡 3,272 

第十五区（定員 1人） 南葛飾郡 8.370 

計 30,268 

第十二区（定員 l人） 八王子市 1.982 

南多摩郡 4,796 
第十六区

西多摩郡 4,246 
（定員 2人）

北多摩郡 7.221 

計 18,245 

合計 181,334 
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第
三
位
以
下
に
予
想
さ
れ
る
候
補
者
の
出
馬
へ
の
意
欲
を
増
大
さ
せ
る
効
果
を
生
ん
だ
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。
さ
ら
に
、
普
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選
導
入
に
よ
り
約
九
百
万
の
新
有
権
者
が
選
挙
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
有
権
者
が
三
倍
増
に
な
っ
た
こ
と
、
加
え
て
政
党
の
再
編

も
行
な
わ
れ
た
た
め
、
第
一
六
回
総
選
挙
は
、
従
前
の
選
挙
デ

l
タ
や
経
験
に
基
づ
く
予
測
を
困
難
に
す
る
要
因
が
多
々
含
ま
れ
る

慶躍の政治学

こ
と
に
な
っ
た
。

各
候
補
者
の
側
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
変
動
要
因
が
自
己
に
有
利
に
働
く
と
解
釈
さ
れ
る
な
ら
ば
、
当
選
へ
の
期
待
値
は
上
が
り
、

出
馬
意
欲
も
掻
き
立
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
各
候
補
者
が
、
い
か
な
る
当
選
へ
の
見
通
し
を
立
て
な
が
ら
出
馬
を
決
断
し
て
い
る

か
新
聞
の
解
説
を
参
考
に
ま
と
め
る
と
大
略
次
の
よ
う
に
な
る
。
第
一
は
、
従
前
よ
り
の
自
ら
の
地
盤
を
固
め
る
こ
と
に
よ
り
当
選

可
能
と
考
え
る
者
、
第
二
は
、
中
選
挙
区
制
へ
の
移
行
に
伴
い
、
自
ら
の
地
盤
に
加
え
他
の
地
域
に
積
極
的
に
進
出
す
る
こ
と
に
よ

り
当
選
可
能
と
考
え
る
者
、
第
三
は
、
選
挙
区
内
全
般
か
ら
広
く
票
を
集
め
る
こ
と
に
よ
り
当
選
可
能
と
考
え
る
者
、
第
四
は
、
選

挙
権
の
拡
大
に
よ
り
増
大
し
た
新
有
権
者
か
ら
集
票
す
る
こ
と
に
よ
り
当
選
可
能
と
考
え
る
者
、
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
選
挙
制
度
の
改
正
は
、
各
候
補
者
に
当
選
へ
の
種
々
の
道
筋
を
聞
き
、
期
待
を
向
上
さ
せ
出
馬
を
促
す
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
は
、
新
聞
が
「
栄
冠
目
が
け
て
候
補
者
の
洪
水
」
と
の
見
出
し
を
躍
ら
せ
な
が
ら
、
解
散
直
後
よ
り

公
認
を
求
め
る
候
補
者
が
政
友
会
と
民
政
党
の
本
部
に
殺
到
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
、
こ
の
調
子
で
い
く
と
候
補
者
は
干
名
を
こ
え

る
勢
い
で
あ
町
、
定
数
の
三
倍
で
あ
る
千
二
百
人
内
外
に
上
る
で
あ
ろ
う
と
予
測
し
て
い
た
こ

U
、
か
ら
も
確
認
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
高
揚
す
る
出
馬
圧
力
に
流
さ
れ
る
ま
ま
政
党
が
立
候
補
を
認
め
公
認
を
出
し
て
い
く
な
ら
ば
、
同
一
政
党
候
補
者
間

の
同
士
討
ち
の
危
険
性
が
高
ま
る
た
め
、
与
党
政
友
会
、
野
党
民
政
党
を
問
わ
ず
、
そ
の
本
部
や
支
部
は
、
候
補
者
の
整
理
と
公
認

の
調
整
に
追
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
作
業
は
必
ず
し
も
円
滑
に
は
行
な
わ
れ
ず
、
公
認
の
決
定
は
、
当
初
の
予
定
と

は
異
な
り
遅
れ
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
新
聞
は
、
政
友
会
は
与
党
で
あ
る
た
め
立
候
補
希
望
者
が
多
く
、
幹
部
は
出
馬
の
断
念

を
宣
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
役
目
を
引
き
受
け
る
者
が
な
く
困
惑
し
て
い
る
こ
と
、
各
支
部
も
調
整
に
苦
心



し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
た
。
他
方
、
候
補
者
の
側
に
立
て
ば
、
公
認
に
な
る
と
、
公
認
料
や
、
大
臣
な
ど
の
政
府
大
官
に
よ
る

清）

推
薦
状
や
後
援
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
候
補
者
の
信
用
に
関
係
し
得
票
に
も
影
響
す
る
た
め
、
必
死
に
本
部
に
公
認
を
要
求
す
る
、

各
候
補
者
間
の
協
定
諒
解
が
つ
か
な
い
う
ち
に
公
認
を
発
表
す
れ
ば
、
支
部
内
部
に
重
大
な
紛
争
を
起
こ
し
、
非
公
認
な
ら
当
選
し

て
も
脱
党
す
る
と
憤
慨
し
て
い
る
も
の
も
い
る
と
し
、
公
認
決
定
の
遅
れ
の
背
景
に
あ
る
調
整
の
困
難
な
事
情
を
報
じ
て
い
た
。

一
一
月
に
入
り
与
野
党
と
も
候
補
者
の
出
馬
と
公
認
に
慎
重
を
期
し
た
こ
と
も
あ
り
、
候
補
者
総
数
は
、
当
初
予
想
さ
れ
た
干
名
を

超
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
の
）
、
定
数
四
六
六
名
の
二
倍
強
に
あ
た
る
九
六
五
名
に
達
し
た
。
小
選
挙
区
制
時
代
の
立
候
補
者
の

総
数
は
、
定
数
四
六
四
名
に
対
し
、
第
一
四
回
総
選
挙
で
は
八
四
一
名
、
第
一
五
回
総
選
挙
で
は
九
六
六
名
で
あ
っ
た
の
で
、
前
回

総
選
挙
と
ほ
ぼ
同
数
で
あ
る
が
、
選
挙
制
度
の
改
正
に
よ
り
供
託
金
（
二
千
円
）
制
度
が
導
入
さ
れ
立
候
補
へ
の
ハ
ー
ド
ル
は
上
が

っ
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
候
補
者
の
出
馬
意
欲
は
高
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
「
候
補
乱
立
に
悩
む
与
野
党
」

の
新
聞
の
見
出
し
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
公
認
調
整
が
不
調
で
同
一
政
党
間
の
共
倒
れ
が
起
き
る
可
能
性
の
高
い
選
挙
区
が
多
く

第一六回衆議院議員選挙における中選挙区制導入の影響について（玉井

出
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
稿
の
考
察
対
象
で
あ
る
東
京
も
、
全
選
挙
区
の
定
数
の
合
計
三
二
名
に
対
し
八
八
名
と
三
倍
近
く
の

候
補
者
が
立
ち
、
全
国
の
中
で
も
定
数
に
比
し
候
補
者
数
が
多
く
、
政
友
会
、
民
政
党
と
も
に
乱
立
状
態
に
な
っ
て
い
た
。

こ
れ
以
降
、
定
数
が
変
わ
ら
ぬ
中
、
全
国
の
立
候
補
者
総
数
は
、
政
友
会
と
民
政
党
に
よ
る
二
大
政
党
時
代
の
第
一
七
回
と
一
八

回
総
選
挙
に
お
い
て
、
八
四

O
名
か
ら
七

O
六
名
へ
と
、
総
選
挙
の
度
ご
と
に
約
一
五
%
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
同
一
選
挙
制

度
の
下
で
選
挙
が
重
ね
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
各
選
挙
区
の
地
盤
の
状
況
が
、
よ
り
的
確
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
当
選
見
込

み
の
低
い
候
補
者
の
出
馬
が
減
っ
た
た
め
と
い
え
よ
う
。

政
友
会
と
民
政
党
の
二
大
政
党
の
候
補
者
数
に
注
目
し
て
見
る
と
、
第
一
六
回
は
、
政
友
会
三
四
二
名
、
民
政
党
三
四
O
名
で
、

合
計
六
八
二
名
を
数
え
、
殆
ど
同
数
の
候
補
者
を
擁
立
し
て
い
る
。
第
一
七
回
は
、
政
友
会
コ
一

O
六
名
、
民
政
党
三
四
二
名
で
、
両

党
合
計
で
六
四
八
名
、
第
一
八
回
は
、
政
友
会
三
四
六
名
、
民
政
党
二
八

O
名
で
、
合
計
六
一
一
六
名
と
、
与
党
時
に
強
気
の
候
補
者
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擁
立
を
図
っ
て
い
る
も
の
の
、
両
党
候
補
者
の
合
計
数
は
、
選
挙
を
重
ね
る
度
に
減
少
し
て
い
た
。
同
一
政
党
内
で
の
共
倒
れ
を
防
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ぐ
た
め
に
、
前
回
選
挙
の
結
果
に
基
づ
く
候
補
者
の
調
整
や
絞
り
込
み
が
行
な
わ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
も
っ
と
も
、
そ
の

減
少
幅
は
約
五
%
で
あ
り
既
述
の
全
体
の
減
少
幅
に
比
し
小
さ
い
た
め
、
結
果
と
し
て
全
候
補
者
の
中
で
、
両
党
候
補
者
の
占
め
る

慶膳の政治学

割
合
は
、
第
一
六
回
で
七
一
%
、
第
一
七
回
で
七
七
%
、
第
一
八
回
で
八
九
%
と
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
当
選
を
目
指
し
総

選
挙
に
出
馬
す
る
場
合
、
政
友
会
か
民
政
党
の
ど
ち
ら
か
の
候
補
者
と
し
て
出
る
必
要
度
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
候
補
者
の
二
大

政
党
へ
の
依
存
度
が
高
く
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
た
。
中
選
挙
区
制
下
の
選
挙
で
、
同
一
政
党
候
補
者
間
の
共
倒
れ
を
防
ぐ

た
め
に
は
、
地
盤
や
公
認
の
調
整
が
必
要
不
可
欠
に
な
り
、
そ
の
調
整
過
程
で
中
央
地
方
の
政
党
組
織
の
役
割
が
向
上
し
、
そ
れ
に

伴
い
影
響
力
も
増
大
し
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

東
京
五
区
の
政
友
会
の
事
例

前
節
に
お
い
て
紹
介
し
た
よ
う
に
中
選
挙
区
制
の
導
入
に
伴
い
、
多
く
の
選
挙
区
に
お
い
て
、
従
前
の
選
挙
地
域
の
統
合
が
行
な

わ
れ
選
挙
運
動
地
域
も
拡
大
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
候
補
者
は
、
当
選
ラ
イ
ン
に
達
す
る
た
め
統
合
拡
大
さ
れ
た
新
た
な
地

域
へ
の
、
小
選
挙
区
制
下
に
お
い
て
自
ら
が
地
盤
と
考
え
て
き
た
以
外
の
地
域
へ
の
進
出
を
目
指
し
た
。
こ
れ
は
、
逆
の
立
場
か
ら

見
れ
ば
、
自
ら
の
地
盤
に
新
た
な
競
争
者
が
進
出
し
て
く
る
こ
と
を
音

党
の
候
補
者
の
場
合
も
あ
り
、
同
一
政
党
間
の
競
争
も
激
化
さ
せ
た
。
こ
う
し
た
事
情
に
つ
い
て
、
新
聞
は
大
略
次
の
よ
う
に
伝
え

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
中
選
挙
区
制
に
移
行
し
選
挙
区
が
拡
大
し
た
が
、
各
候
補
者
は
、
交
通
機
関
の
発
達
も
あ
り
選
挙
区
の
す
み

ず
み
ま
で
選
挙
運
動
を
展
開
し
て
い
る
、
し
か
し
、
そ
の
運
動
は
、
反
対
派
の
地
盤
切
り
崩
し
よ
り
も
味
方
の
地
盤
を
切
り
崩
す
結

果
と
な
り
、
た
と
え
同
一
政
党
候
補
者
間
の
地
盤
協
定
が
結
ぼ
れ
て
い
て
も
有
名
無
実
化
す
る
傾
向
に
あ
る
、
と
選
挙
戦
の
混
乱
を



解
説
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
中
選
挙
区
制
へ
の
移
行
直
後
の
第
一
六
回
総
選
挙
は
、
地
盤
協
定
が
成
立
し
て
い
た
選
挙
区
に
お
い
て
も
右
の
よ
う

な
状
況
を
生
み
だ
し
て
い
た
た
め
、
公
認
調
整
が
不
調
に
終
わ
っ
た
選
挙
区
に
お
け
る
同
一
政
党
候
補
者
間
の
競
合
と
摩
擦
は
、
よ

り
一
層
激
し
さ
を
増
し
た
と
い
え
る
。
本
節
で
は
、
か
か
る
競
合
が
生
じ
、
そ
れ
を
意
識
し
た
選
挙
戦
略
や
選
挙
運
動
が
展
開
さ
れ

清）

て
い
た
こ
と
を
、
立
候
補
の
挨
拶
や
宣
言
、
推
薦
状
を
通
じ
て
確
認
す
る
こ
と
の
で
き
る
東
京
五
区
の
政
友
会
の
事
例
に
注
目
し
考

察
を
加
え
て
み
た
い
。

東
京
五
区
（
荏
原
郡
、
豊
多
摩
郡
、
大
島
・
八
丈
島
庁
管
区
）
は
、
既
述
の
よ
う
に
旧
二
二
区
と
同
一
地
域
で
、
定
数
が
三
名
か
ら

五
名
に
増
加
し
た
選
挙
区
で
あ
っ
た
。
従
前
と
選
挙
運
動
対
象
地
域
は
変
わ
ら
ず
、
定
数
だ
け
が
二
名
増
と
な
っ
た
た
め
、
出
馬
を

考
え
る
者
に
と
っ
て
は
当
選
へ
の
途
が
大
き
く
開
け
た
と
の
印
象
を
抱
か
せ
る
選
挙
区
で
あ
り
、
一
一
名
の
候
補
が
出
馬
し
た
。
政

友
会
か
ら
は
、
畑
弥
右
衛
門
、
牧
野
賎
男
、
佐
藤
安
之
助
、
三
上
英
雄
が
出
馬
し
、
同
党
は
彼
ら
四
名
に
公
認
を
出
し
て
い
た
。
従

前
の
選
挙
結
果
に
鑑
み
る
と
、
東
京
五
区
は
、
政
友
会
よ
り
民
政
党
の
勢
力
の
方
が
優
位
に
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
た
た
め
、
定
数

第一六回衆議院議員選挙における中選挙区制導入の影響について（玉井

五
名
の
東
京
五
区
に
お
い
て
、
政
友
会
か
ら
四
名
の
候
補
者
が
出
馬
し
、
同
党
が
そ
の
四
名
に
公
認
を
出
し
た
こ
と
は
、
候
補
者
調

整
の
不
調
に
よ
る
乱
立
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
た
。
解
散
当
初
の
新
聞
は
、
東
京
五
区
の
政
友
会
の
出
馬
予
定
者
に
つ
い
て
、
畑
弥

右
衛
門
の
他
に
、
朝
倉
虎
治
郎
と
牧
野
賎
男
の
二
人
の
内
の
一
人
、
佐
藤
安
之
助
、
石
井
満
、
三
上
英
雄
の
三
人
の
内
の
一
人
に
公

認
を
出
す
と
予
測
し
、
三
人
の
公
認
候
補
が
出
る
予
定
で
あ
る
と
観
測
し
て
い
た
。
し
か
し
、
実
際
に
政
友
会
は
四
名
に
公
認
を
出

す
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
東
京
五
区
は
、
政
友
会
候
補
に
よ
る
同
士
討
ち
の
危
険
が
あ
る
選
挙
区
の
一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
以
下
、
東
京
五
区
の
政
友
会
の
候
補
者
調
整
の
内
実
を
、
実
際
に
出
馬
す
る
畑
、
牧
野
、
佐
藤
、
三
上
、
四
名
の
立
候
補

届
け
日
と
公
認
が
出
た
日
を
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
探
っ
て
み
た
い
。

ま
ず
、
東
京
五
区
に
お
い
て
政
友
会
公
認
が
最
初
に
出
た
の
は
、
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月
二
七
日
の
牧
野
に
対
し
て
で
あ
り
、
翌
二
八
日
、
彼
は
立
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候
補
の
届
け
出
を
し
て
い
る
。
牧
野
は
、
前
回
の
第
一
五
回
総
選
挙
で
、
当
該
選
挙
区
と
同
じ
地
域
の
東
京
旧
一
三
区
よ
り
出
馬
し

慶麿の政治学

次
点
に
泣
い
て
い
た
。
さ
ら
に
、
東
京
旧
一
三
区
選
出
の
石
川
安
次
郎
（
憲
政
会
）
の
死
去
に
伴
い
、
実
施
さ
れ
た
補
欠
選
挙
に
も

牧
野
は
出
馬
し
た
が
、
憲
政
会
の
斯
波
貞
吉
に
敗
れ
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
彼
に
と
っ
て
第
二
ハ
回
総
選
挙
は
、
過
去
二
度
に
亘

り
敗
れ
た
選
挙
の
雪
辱
戦
で
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
従
前
の
選
挙
で
の
戦
績
を
受
け
、
大
正
一
五
年
に
内
務
省
が
行
な
っ
た
次
期
総

選
挙
予
定
候
補
者
調
査
に
、
牧
野
の
名
前
は
挙
げ
ら
れ
、
「
同
業
者
並
学
生
間
ニ
相
当
信
望
ア
リ
」
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
「
当
落
不
明
」

と
予
想
さ
れ
て
い
た
。
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前
回
の
第
一
五
回
総
選
挙
に
お
け
る
牧
野
の
得
票
状
況
を
見
る
と
、
彼
は
、
豊
多
摩
郡
よ
り
三
三

O
九
票
、
荏
原
郡
よ
り
一

O
一

O
票
を
獲
得
し
て
い
た
の
で
、
豊
多
摩
郡
に
軸
足
を
置
い
た
地
盤
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
牧
野
に
対
す
る
政
友
会
の
公

認
は
、
右
に
紹
介
し
た
よ
う
に
苦
杯
を
な
め
る
も
の
の
従
前
の
二
回
の
選
挙
に
政
友
会
候
補
と
し
て
出
馬
し
て
き
た
経
緯
と
、
そ
の

中
で
培
養
さ
れ
て
き
た
で
あ
ろ
う
地
盤
に
期
待
を
か
け
出
さ
れ
た
も
の
と
い
え
た
。

牧
野
に
次
い
で
政
友
会
の
公
認
を
得
る
の
は
畑
で
あ
っ
た
。
既
述
の
よ
う
に
解
散
後
の
新
聞
紙
上
に
お
い
て
、
東
京
五
区
の
政
友

会
候
補
と
し
て
確
実
視
さ
れ
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
畑
は
、
解
散
直
後
の
二
四
日
に
は
早
く
も
立
候
補
の
届
け
出
を
行
な
い
、
牧

野
に
公
認
が
出
た
翌
二
八
日
に
は
、
政
友
会
の
公
認
を
獲
得
し
て
い
た
。
以
下
、
畑
の
立
候
補
宣
言
や
推
薦
状
の
内
容
を
紹
介
す
る

が
、
そ
の
中
で
強
調
さ
れ
た
彼
の
経
歴
に
鑑
み
る
時
、
政
友
会
公
認
は
、
荏
原
郡
を
中
心
と
し
た
集
票
を
期
待
し
出
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。

大
正
中
葉
以
降
か
ら
昭
和
初
頭
に
か
け
急
速
な
進
展
を
み
せ
た
東
京
近
郊
の
都
市
開
発
の
中
で
も
、
目
黒
線
開
通
と
と
も
に
行
な

わ
れ
た
荏
原
郡
に
お
け
る
宅
地
開
発
は
有
名
で
あ
る
が
、
畑
は
、
そ
の
開
発
事
業
を
推
進
し
た
実
業
家
の
一
人
で
あ
っ
た
。
彼
を
紹

介
す
る
選
挙
文
書
の
略
歴
に
、
「
田
園
都
市
株
式
会
社
」
、
「
目
黒
蒲
田
電
鉄
株
式
会
社
」
、
「
東
京
横
浜
電
鉄
株
式
会
社
」
、
「
田
園
興

業
株
式
会
社
」
等
の
諸
事
業
を
完
成
に
導
き
、
「
我
国
都
市
計
画
の
鼻
祖
」
「
先
駆
者
」
と
誕
っ
て
い
た
こ
と
は
、
そ
れ
を
物
語
っ
て
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い
る
。
彼
は
、
立
候
補
宣
言
の
中
で
も
、
東
京
郊
外
の
諸
般
の
施
設
整
備
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
つ
つ
、
他
方
に
お
い
て
自

ら
が
十
数
年
来
、
荏
原
郡
中
部
か
ら
西
部
の
各
村
に
亘
る
田
園
都
市
開
発
を
企
画
し
約
六
町
歩
を
拓
い
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
、
荏
原
郡
在
住
有
志
の
連
名
に
よ
る
推
薦
状
に
お
い
て
も
、
政
友
会
公
認
と
と
も
に
「
荏
原
新
興
倶
楽
部
公
認
」
で
あ

る
こ
と
が
列
記
さ
れ
、
畑
が
、
荏
原
郡
に
お
い
て
設
備
の
完
備
し
た
大
住
宅
地
開
発
を
手
が
け
た
こ
と
が
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
畑
が
選
挙
文
書
の
中
で
自
負
す
る
よ
う
な
開
発
も
あ
り
、
荏
原
郡
の
人
口
は
増
加
し
、
第
一
節
に
お
い
て
言
及
し
た

第一六回衆議院議員選挙における中選挙区制導入の影響について（玉井

よ
う
に
前
回
選
挙
に
比
し
て
六
・
五
倍
、
約
九
万
人
の
有
権
者
増
を
も
た
ら
し
て
い
た
。
畑
は
、
そ
う
し
た
有
権
者
の
取
り
込
み
に

期
待
を
か
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
第
一
六
回
総
選
挙
に
お
け
る
畑
の
得
票
結
果
を
見
る
と
、
彼
が
荏
原
郡
よ
り
七
一
一
八
票
、
豊
多

摩
郡
よ
り
二

O
八
票
と
、
圧
倒
的
に
前
者
よ
り
集
票
し
て
い
る
こ
と
肘
、
こ
れ
を
裏
付
け
て
い
た
。

他
方
、
新
聞
は
畑
に
つ
い
て
、
品
川
、
大
崎
方
面
の
、
漆
昌
巌
、
土
屋
興
、
両
君
の
地
盤
を
引
き
継
ぎ
比
較
的
優
勢
な
地
位
を
保

っ
て
い
れ
と
、
観
測
し
て
い
た
。
こ
こ
で
名
前
が
挙
が
っ
て
い
る
漆
昌
艇
は
、
大
選
挙
区
制
時
代
、
土
屋
興
は
、
小
選
挙
区
制
時
代
、

該
地
域
を
地
盤
と
す
る
政
友
会
の
議
員
で
あ
っ
た
。
漆
は
、
畑
の
推
薦
者
と
し
て
他
の
荏
原
郡
の
府
議
二
名
を
加
え
た
連
名
の
推
薦

状
を
作
成
し
、
畑
へ
の
支
援
姿
勢
を
明
確
に
し
て
い
た
。
土
屋
は
、
第
一
四
回
総
選
挙
で
は
旧
一
二
一
区
よ
り
政
友
会
候
補
と
し
て
出

馬
し
当
選
を
果
た
す
も
の
の
、
前
回
の
第
一
五
回
総
選
挙
で
は
、
政
友
本
党
候
補
と
し
て
出
馬
し
、
前
述
し
た
政
友
会
候
補
牧
野
を

抑
え
当
選
を
果
た
し
て
い
た
。
第
一
五
回
総
選
挙
に
お
け
る
土
屋
の
得
票
状
況
を
見
る
と
、
荏
原
郡
の
四
四
二
八
票
に
対
し
、
豊
多

摩
郡
は
一
五
七

O
票
と
、
荏
原
郡
を
主
地
盤
に
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
畑
は
、
そ
の
荏
原
郡
か
ら
の
得
票
を
期
待
さ
れ
政
友
会

の
公
認
を
得
て
い
た
が
、
土
屋
が
前
回
選
挙
で
は
、
政
友
会
で
は
な
く
政
友
本
党
か
ら
出
馬
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
該
選
挙
の
前

に
死
去
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
地
盤
の
継
承
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
政
友
会
の
公
認
候
補
佐
藤
安
之
助
と
の
競
合
も
あ
り
、

新
聞
の
報
じ
る
通
り
必
ず
し
も
円
滑
に
は
い
か
ず
混
乱
し
て
い
た
。

以
上
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
当
選
が
確
実
視
さ
れ
る
ほ
ど
強
固
な
地
盤
を
持
つ
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
牧
野
は
豊
多
摩
郡
か
ら
、

21う
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畑
は
荏
原
郡
か
ら
の
集
票
が
期
待
で
き
る
候
補
と
し
て
、
政
友
会
は
早
期
の
段
階
で
公
認
を
出
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
佐
藤

と
三
上
の
両
候
補
に
政
友
会
の
公
認
が
出
る
の
は
、
二
月
二
日
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
公
認
発
表
に
先
立
ち
、
佐
藤
の
立
候
補
届

一
月
二
六
日
に
、
三
上
の
そ
れ
は
一
月
二
九
日
に
既
に
行
な
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
立
候
補
届
出
と
公
認
発
表
ま
で
に
聞
が
あ

216 

出
は
、
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る
こ
と
は
、
政
友
会
内
で
の
公
認
を
め
ぐ
る
調
整
の
混
乱
を
窺
わ
せ
て
い
た
が
、
以
下
、
そ
の
こ
と
を
念
頭
に
両
候
補
の
選
挙
戦
に

考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

ま
ず
、
新
人
佐
藤
安
之
助
は
、
陸
軍
出
身
で
あ
り
前
回
総
選
挙
で
は
、
埼
玉
六
区
よ
り
出
馬
す
る
が
落
選
し
て
い
る
。
当
該
選
挙

で
は
、
政
友
会
総
裁
田
中
義
一
の
側
近
で
あ
る
こ
と
を
有
権
者
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
田
中
自
身
も
、
佐
藤
は
自
分
の
身
代

わ
り
の
よ
う
な
感
が
あ
る
、
と
の
文
言
を
盛
り
込
ん
だ
単
独
名
の
推
薦
状
を
書
き
積
極
的
に
支
援
し
て
い
た
。
佐
藤
の
人
物
紹
介
を

行
な
っ
た
新
聞
が
、
「
田
中
総
裁
が
俺
の
代
り
と
折
紙
を
つ
け
た
佐
藤
君
」
と
の
見
出
し
を
つ
け
、
田
中
が
「
俺
の
代
理
だ
か
ら
宜

し
く
頼
む
」
と
応
援
し
て
い
る
と
伝
え
て
い
る
こ
と
等
か
ら
も
、
佐
藤
の
政
友
会
公
認
の
背
景
に
は
、
総
裁
田
中
の
強
い
推
薦
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
佐
藤
は
、
前
述
の
土
屋
の
地
盤
の
後
継
者
と
し
て
、
荏
原
郡
か
ら
の
集
票
を
目
指
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

し
か
し
、
荏
原
郡
か
ら
の
集
票
を
目
指
す
政
友
会
候
補
と
し
て
は
、
既
述
の
よ
う
に
先
に
畑
に
公
認
が
出
て
い
た
の
で
、
佐
藤
の

出
馬
と
彼
へ
の
政
友
会
公
認
は
、
荏
原
郡
の
票
を
め
ぐ
る
競
合
と
摩
擦
を
政
友
会
内
に
生
じ
さ
せ
た
。
両
候
補
者
が
同
郡
の
各
町
村

か
ら
満
遍
な
く
集
票
し
て
い
る
選
挙
結
果
を
見
る
限
り
、
両
者
間
で
地
盤
の
調
整
が
行
な
わ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
競
合

関
係
に
あ
っ
た
と
推
断
で
き
る
。
さ
ら
に
、
そ
う
し
た
一
端
は
、
土
屋
興
の
未
亡
人
土
屋
久
子
が
佐
藤
の
た
め
に
作
成
し
た
推
薦
状

か
ら
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
推
薦
状
の
中
で
土
屋
の
未
亡
人
は
、
亡
夫
の
衣
鉢
を
継
ぐ
と
の
名
目
で
立
候
補
す
る
人
が

い
る
よ
う
だ
が
、
亡
夫
の
遺
志
を
継
ぐ
の
は
佐
藤
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
既
述
の
通
り
、
畑
は
土
屋
の
地
盤
を
継

承
し
選
挙
運
動
を
展
開
し
て
い
る
と
の
新
聞
報
道
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
土
屋
未
亡
人
の
推
薦
状
の
内
容
と
矛
盾
し
て
い
た
。
前



回
総
選
挙
で
土
屋
が
政
友
本
党
か
ら
出
馬
し
た
関
係
か
ら
、
民
政
党
候
補
も
そ
の
継
承
を
訴
え
る
こ
と
が
で
き
、
土
屋
の
地
盤
を
め

ぐ
っ
て
は
、
候
補
者
間
の
競
合
と
混
乱
が
生
じ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

選
挙
の
結
果
、
佐
藤
は
、
荏
原
郡
よ
り
畑
に
は
及
ば
な
い
も
の
の
六
二
四
八
票
を
獲
得
し
、
同
郡
へ
の
進
出
を
相
当
程
度
成
功
さ

せ
た
。
そ
の
影
響
か
ら
、
逆
に
畑
は
、
期
待
し
て
い
た
同
郡
か
ら
の
得
票
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
ず
七
位
で
落
選
す
る
こ
と
に
な
る
。
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こ
の
よ
う
に
佐
藤
の
出
馬
は
、
先
に
公
認
を
出
し
て
い
る
畑
と
の
聞
に
、
荏
原
郡
を
中
心
と
す
る
競
合
を
引
き
起
こ
し
て
い
た
の
で
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あ
る
。と
こ
ろ
で
、
新
人
で
陸
軍
出
身
の
佐
藤
は
、
前
回
総
選
挙
で
は
埼
玉
よ
り
出
馬
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
東
京
五
区

に
確
固
た
る
地
盤
を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
立
候
補
宣
言
書
の
前
段
で
、
自
ら
の
出
馬
理
由
に
つ
い
て
、
縁
故
と
親
し

み
の
深
い
私
の
郷
里
で
あ
る
東
京
第
五
区
の
有
権
者
各
位
よ
り
推
さ
れ
た
た
め
と
説
明
し
な
が
ら
、
そ
の
後
段
で
は
、
出
身
地
と
は

い
え
由
来
東
奔
西
走
に
慣
れ
て
郷
党
各
位
に
も
余
り
深
き
御
縁
故
も
な
く
自
然
非
常
な
苦
戦
で
あ
る
と
書
き
、
該
選
挙
区
に
強
い
地

縁
関
係
が
な
い
輸
入
候
補
に
近
い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
自
認
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
佐
藤
が
当
選
を
果
た
す
た
め
に
は
、
荏
原

郡
だ
け
で
は
な
く
豊
多
摩
郡
か
ら
の
集
票
も
目
指
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
、
他
の
政
友
会
候
補
と
の
競
合
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
。

最
後
に
紹
介
す
る
三
上
英
夫
は
、
そ
の
豊
多
摩
郡
を
主
地
盤
に
出
馬
を
目
指
し
て
い
た
た
め
、
同
じ
日
に
公
認
が
出
る
佐
藤
と
の

関
係
か
ら
見
て
も
、
さ
ら
に
は
、
既
に
公
認
を
得
て
い
た
牧
野
と
の
関
係
か
ら
も
、
彼
の
出
馬
と
公
認
に
つ
い
て
は
、
よ
り
慎
重
な

調
整
が
必
要
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
政
友
会
が
、
東
京
五
区
に
お
け
る
自
派
の
勢
力
を
考
慮
し
共
倒
れ
の
危
険
を
避
け
る
こ
と
を

目
指
す
な
ら
ば
、
公
認
は
三
名
に
絞
る
べ
き
で
あ
り
、
一
二
上
に
は
出
馬
辞
退
を
説
得
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
状
況
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
彼
の
選
挙
運
動
の
実
態
を
、
選
挙
文
書
を
通
じ
て
考
察
し
て
み
た
い
。
ま
ず
三
上
が
、

自
ら
の
居
住
地
が
あ
る
豊
多
摩
北
部
の
有
権
者
を
対
象
に
、
こ
れ
ら
地
域
か
ら
の
集
票
を
目
指
す
興
味
深
い
挨
拶
状
を
作
成
し
て
い

た
こ
と
に
注
目
し
て
み
た
い
。
そ
こ
に
は
、
東
京
五
区
の
中
で
も
、
自
ら
の
地
元
及
び
周
辺
町
の
位
置
関
係
を
示
す
図
が
描
か
れ
て
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い
た
。
す
な
わ
ち
、
三
上
の
立
候
補
宣
言
書
は
、
自
ら
が
居
を
構
え
る
杉
並
町
を
取
り
巻
く
五
町
、
井
荻
、
野
方
、
中
野
、
和
田
堀
、

高
井
戸
の
位
置
関
係
を
示
し
た
図
を
書
き
入
れ
、
こ
れ
ら
の
地
域
か
ら
の
立
候
補
が
自
分
一
人
で
あ
る
こ
と
を
説
き
、
自
ら
が
唯
一
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の
地
元
代
表
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
そ
の
支
持
を
受
け
れ
ば
豊
多
摩
北
部
選
出
の
代
議
士
に
な
る
こ
と
が
出
来
る
と
、
該
地
域
か

ら
の
集
票
に
期
待
す
る
訴
え
を
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
三
上
は
、
東
京
五
区
の
中
で
も
豊
多
摩
郡
の
杉
並
町
出
身
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
近
隣
の
中
野
、
淀
橋
、
代
々
幡
で
行

慶雁の政治学

な
わ
れ
る
政
見
発
表
演
説
会
を
告
知
す
る
選
挙
ビ
ラ
に
お
い
て
も
「
当
地
か
ら
出
た
唯
一
の
候
補
者
」
と
の
一
節
を
書
き
強
調
し
て

いた）
O

他
方
、
先
の
図
解
を
盛
り
込
ん
だ
三
上
の
宣
言
書
の
中
で
は
、
豊
多
摩
郡
の
と
り
わ
け
北
部
は
、
競
争
が
希
薄
な
た
め
他
の

候
補
者
が
切
り
込
ん
で
き
て
最
も
激
戦
地
に
な
っ
て
い
る
と
書
き
、
自
ら
が
地
元
と
考
え
る
地
域
へ
の
他
候
補
の
進
出
に
危
機
感
を

募
ら
せ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
、
既
述
し
た
よ
う
に
「
地
元
か
ら
出
た
唯
一
の
候
補
者
」
で
あ
る
こ
と
を
殊
更
強
調
し
差

別
化
を
目
指
す
必
要
は
、
対
立
政
党
の
候
補
者
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
同
一
政
党
の
他
の
候
補
者
を
、
よ
り
強
く
意
識
し
た
も
の
と
い

え
た
。
例
え
ば
、
前
出
の
牧
野
に
つ
い
て
は
、
中
野
町
の
多
数
の
支
持
者
の
氏
名
が
連
記
さ
れ
、
「
中
野
町
一
万
一
千
五
百
有
余
の

有
権
者
諸
君
は
一
票
も
残
さ
ず
御
投
票
下
さ
れ
」
と
書
い
た
推
薦
状
や
、
中
野
、
野
方
、
井
荻
、
高
井
戸
、
和
田
堀
、
落
合
の
各
町

二
十
名
前
後
の
支
持
者
の
名
前
を
連
記
し
た
推
薦
状
も
作
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
、
先
の
三
上
の
挨
拶
状
で
見
た
よ
う
に
彼
が

自
ら
の
地
元
と
し
て
支
持
を
期
待
し
た
地
域
と
重
複
す
る
。
既
述
の
通
り
、
牧
野
は
、
従
前
の
選
挙
に
際
し
、
豊
多
摩
郡
に
軸
足
を

置
い
た
選
挙
戦
を
展
開
し
て
い
た
の
で
、
牧
野
陣
営
か
ら
見
れ
ば
、
自
ら
こ
そ
該
地
域
に
お
け
る
政
友
会
の
代
表
と
の
自
負
が
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
。
中
選
挙
区
制
へ
の
移
行
に
伴
う
定
数
拡
大
を
契
機
に
、
自
ら
地
盤
と
し
て
き
た
地
域
へ
、
同
一
政
党
の
新
人
三
上
が

挑
戦
し
て
き
た
こ
と
を
意
味
し
た
。

既
述
の
よ
う
に
三
上
は
自
ら
の
地
盤
と
考
え
る
北
豊
多
摩
郡
が
他
候
補
に
よ
り
蚕
食
さ
れ
て
い
る
と
の
苦
況
を
訴
え
、
彼
の
推
薦

文
の
中
で
も
、
非
常
な
苦
戦
に
陥
り
い
ろ
い
ろ
な
方
面
よ
り
挟
撃
さ
れ
全
く
当
落
の
岐
路
に
立
つ
、
と
危
機
感
を
募
ら
せ
る
文
言
を



躍
ら
せ
て
い
た
が
、
選
挙
結
果
は
そ
れ
を
裏
付
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
得
票
の
結
果
を
み
る
と
、
政
友
会
が
三
上
に
配
慮
し
た
地
盤

の
調
整
を
行
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
牧
野
は
、
三
上
が
地
元
と
し
て
期
待
し
図
で
説
明
し
て
い
た
六
町

よ
り
合
計
二
二
八
三
票
を
獲
得
し
た
の
に
対
し
、
三
上
は
、

一
六
二
七
票
と
下
回
っ
て
い
る
。
居
住
し
て
い
る
杉
並
町
だ
け
牧
野
の

得
票
を
上
回
っ
た
も
の
の
、
他
の
五
町
全
て
に
お
い
て
牧
野
の
後
塵
を
拝
し
て
い
た
。
さ
ら
に
豊
多
摩
郡
全
体
で
見
て
も
、
牧
野
の

清）

一
一
五
七
四
票
に
対
し
三
上
は
二

O
二
一
票
と
大
差
を
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
同
党
の
公
認
候
補
者
佐
藤
も
当
該
六
町
よ
り

第一六回衆議院議員選挙における中選挙区制導入の影響について（玉井

合
計
二
二
一
二
票
を
獲
得
し
て
三
上
を
上
回
り
、
豊
多
摩
郡
全
体
で
見
る
と
、
佐
藤
は
七

O
二
一
票
を
獲
得
し
三
上
に
大
差
を
つ
け

て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
同
一
政
党
の
候
補
者
と
の
競
争
に
も
晒
さ
れ
た
三
上
は
、
自
ら
が
地
元
と
し
て
集
票
を
期
待
し
た
豊
多
摩
北
部
地
域

か
ら
の
得
票
を
殆
ど
伸
ば
せ
ず
、
九
位
の
下
位
落
選
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
牧
野
は
三
位
、
佐
藤
は
五
位
の
最
下
位
当
選
を
果
た
す

が
、
最
下
位
当
選
の
佐
藤
と
、
次
点
の
日
本
労
農
党
加
藤
勘
十
の
票
差
は
、
三
三
六
七
票
で
あ
っ
た
。
無
産
政
党
間
の
選
挙
協
定
が

実
現
し
て
い
た
な
ら
ば
、
佐
藤
の
当
選
も
危
う
く
な
る
結
果
で
あ
っ
た
こ
と
に
照
ら
し
て
も
、
該
選
挙
区
に
お
け
る
政
友
会
の
公
認

調
整
は
不
調
に
終
わ
り
、
共
倒
れ
の
危
険
を
招
く
乱
立
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
小
選
挙
区
制
か
ら
中
選
挙
区
制
へ
の
移
行
は
、
競
合
政
党
と
の
戦
い
だ
け
で
な
く
、
同
一
政
党
の
候
補
者
同
士
の
戦

い
を
生
む
こ
と
に
な
り
、
立
候
補
宣
言
や
推
薦
状
な
ど
の
文
面
は
、
そ
う
し
た
候
補
者
の
意
識
や
対
応
を
垣
間
見
せ
て
い
た
の
で
あ

る。

東
京
六
区
の
民
政
党
の
場
合
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次
に
、
中
選
挙
区
制
へ
の
移
行
に
伴
う
同
一
政
党
候
補
者
間
の
競
合
を
、
東
京
六
区
の
民
政
党
の
場
合
を
通
じ
て
見
て
い
き
た
い
。



東
京
六
区
（
定
数
五
名
）
は
、
表
に
示
し
た
通
り
、
東
京
旧
一
四
区
（
北
豊
島
、
南
足
立
、
定
数
二
）
と
旧
一
五
区
（
南
葛
飾
、
定
数
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二
が
、
中
選
挙
区
制
へ
の
移
行
に
伴
い
統
合
さ
れ
て
で
き
た
選
挙
区
で
あ
り
、
東
京
五
区
と
は
反
対
に
、
民
政
党
よ
り
政
友
会
の

方
が
若
干
優
勢
と
見
な
さ
れ
て
い
た
地
域
で
あ
る
。

慶謄の政治学

こ
の
東
京
六
区
に
民
政
党
は
、
新
人
の
中
村
継
男
、
鶴
岡
和
文
、
佐
藤
正
の
三
名
を
公
認
候
補
と
し
て
擁
立
し
た
。
右
に
示
し
た

民
政
党
の
勢
力
状
況
に
鑑
み
、
三
名
の
公
認
は
妥
当
な
と
こ
ろ
で
あ
り
、
公
認
の
絞
り
込
み
調
整
に
は
成
功
し
た
と
い
え
る
。
し
か

し
、
該
選
挙
区
に
お
い
て
は
、
公
認
以
外
の
民
政
党
系
候
補
二
名
が
出
馬
し
、
結
果
と
し
て
同
党
系
列
候
補
が
乱
立
す
る
選
挙
区
と

な
っ
た
。
こ
の
東
京
六
区
の
民
政
党
候
補
者
の
動
向
を
、
当
該
選
挙
区
に
お
い
て
ト
ッ
プ
当
選
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
、
同
党
公
認

の
中
村
継
男
を
中
心
に
考
察
を
行
な
っ
て
み
た
い
。

ま
ず
、
中
村
継
男
が
有
権
者
に
配
布
し
た
選
挙
文
書
を
見
る
と
、
彼
が
六
区
の
選
挙
区
の
中
で
も
旧
一
四
区
の
北
豊
島
郡
か
ら
の

集
票
を
期
待
し
て
公
認
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
も
そ
も
第
一
四
、

一
五
回
総
選
挙
に
お
い
て
、
北
豊
島
郡
を
含
む
旧
一
四

区
の
憲
政
会
候
補
と
し
て
出
馬
し
連
続
当
選
を
果
た
し
て
い
た
の
は
、
浅
賀
長
兵
衛
で
あ
っ
た
。
旧
一
四
区
は
、
定
数
二
名
の
選
挙

区
で
あ
っ
た
が
、
浅
賀
は
、
両
選
挙
に
お
い
て
、
政
友
会
の
有
力
候
補
で
あ
る
前
回
米
蔵
を
抑
え
連
続
ト
ッ
プ
当
選
を
果
た
し
て
い

た
。
し
た
が
っ
て
、
大
正
一
五
年
の
内
務
省
の
調
査
も
、
憲
政
会
か
ら
の
有
力
候
補
と
し
て
浅
賀
を
挙
げ
、
「
郡
内
ノ
旧
家
ニ
シ
テ

名
望
信
用
共
ニ
ア
リ
」
と
し
、
「
当
選
確
実
」
と
の
予
想
を
出
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
浅
賀
は
憲
政
会
を
脱
党
し
た
の
で
、

中
村
が
憲
政
会
、
あ
る
い
は
そ
の
後
身
で
あ
る
民
政
党
系
の
北
豊
島
郡
の
地
盤
を
基
礎
に
出
馬
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
を
受
け
、
中
村
は
東
京
六
区
の
民
政
党
公
認
候
補
と
し
て
出
馬
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
右
の
内
務
省
調
査
予
測

に
そ
の
名
前
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
、
彼
は
北
豊
島
郡
に
居
住
し
て
い
る
も
の
の
、
同
郡
に
特
段
の
地
縁
関
係
が
あ
る

候
補
者
で
は
な
か
っ
た
。
投
票
懇
請
の
葉
書
の
中
で
自
ら
を
「
移
住
者
」
と
表
現
し
て
い
た
よ
う
に
、
輸
入
候
補
に
近
い
存
在
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。



一
月
末
、
中
村
が
集
票
を
期
待
す
る
北
豊
島
郡
に
地
縁
関
係
の
深
い
、
民
政
党
系
の
二
名
の
候
補
が
出
馬
し

た
。
既
述
の
よ
う
に
民
政
党
の
公
認
候
補
は
、
中
村
以
外
に
鶴
岡
和
文
と
佐
藤
正
が
い
た
が
、
彼
等
は
後
述
す
る
よ
う
に
南
葛
飾
郡

を
主
地
盤
と
し
て
い
て
、
北
豊
島
郡
を
主
地
盤
と
す
る
中
村
と
競
合
す
る
こ
と
は
少
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
中
村
が
脅
威
に
感

じ
た
の
は
、
そ
の
北
豊
島
郡
の
票
を
蚕
食
す
る
可
能
性
の
あ
る
、
民
政
党
系
の
浅
賀
長
兵
衛
と
上
杉
章
雄
の
二
人
が
出
馬
し
た
こ
と

こ
う
し
た
状
況
下
、

清）

で
あ
る
。

第一六回衆議院議員選挙における中選挙区制導入の影響について（玉井

一
月
三

O
日
、
浅
賀
は
出
馬
の
届
け
出
を
す
る
が
、
憲
政
会
を
脱
党
し
民
政
党
へ
も
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
新
聞
で
も
中

立
候
補
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
既
述
の
よ
う
に
、
前
々
回
と
前
回
総
選
挙
で
旧
一
四
区
（
北
豊
島
、
南
足
立
）
の
憲
政
会

よ
り
連
続
ト
ッ
プ
当
選
を
果
た
し
て
い
た
前
職
の
出
馬
で
あ
る
だ
け
に
、
中
村
に
は
脅
威
で
あ
っ
た
。

翌
三
一
日
に
は
、
上
杉
が
、
立
候
補
の
届
け
出
を
し
お
o

浅
賀
と
異
な
り
、
上
杉
の
立
候
補
届
出
を
報
じ
た
新
聞
は
、
彼
を
民
政

党
の
新
人
と
紹
介
し
て
い
る
。
民
政
党
は
、
上
杉
に
公
認
を
出
す
こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
上
杉
が
有
権
者
に
送
付
し
た
「
立
候

補
之
辞
」
の
中
で
は
、
民
政
党
候
補
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
上
杉
が
、
民
政
党
党
員
で
あ
り
、
北
豊
島
郡
に
含

ま
れ
る
板
橋
町
の
前
町
長
で
あ
り
、
前
東
京
府
会
議
員
、
参
事
会
員
の
経
歴
を
有
す
る
こ
と
も
強
調
さ
れ
て
い
た
。

一
月
末
に
な
り
、
中
村
は
、
自
ら
集
票
を
期
待
す
る
北
豊
島
郡
に
地
縁
関
係
の
深
い
二
人
の
民
政
党
系
候
補
が

出
馬
し
神
経
を
尖
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
危
機
感
は
、
有
権
者
に
送
付
し
た
投
票
懇
請
の
葉
書
に
表
出
さ
れ
た
。
そ
の
文
面

以
上
の
よ
う
に
、

は
、
冒
頭
、
「
私
と
境
遇
を
同
じ
う
せ
ら
る
、
方
々
に

l
i
－
－
」
で
始
ま
り
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
浅
賀
や
上
杉
を

意
識
し
自
ら
が
北
豊
島
郡
唯
一
の
民
政
党
公
認
候
補
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
上
で
、
「
土
地
の
旧
家
で
あ
り
名
望
家
で
あ
る
浅
賀
、

上
杉
氏
の
突
如
た
る
立
候
補
は
民
政
系
の
方
々
で
あ
る
丈
に
政
敵
以
外
に
甚
大
な
る
打
撃
を
受
け
ね
ば
な
り
ま
せ
ぬ
。
只
力
と
頼
む

は
私
と
境
遇
を
同
じ
う
せ
ら
る
冶
此
の
書
面
を
差
上
ぐ
る
特
別
の
方
々
で
あ
り
ま
す
。
私
は
土
地
の
門
閥
家
に
非
ず
、
名
望
家
に
あ
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ら
ず
、
移
住
者
で
あ
り
俸
給
者
で
あ
り
ま
す
。
土
地
に
情
実
因
縁
少
き
私
は
只
一
途
に
貴
殿
の
御
同
情
に
訴
ふ
る
の
外
は
あ
り
ま
せ
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ん
じ
が
）
、
競
合
す
る
同
一
政
党
系
列
候
補
者
の
具
体
名
に
言
及
し
な
が
ら
危
機
感
を
募
ら
せ
る
文
言
を
盛
り
込
み
、
有
権
者
の
支
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持
を
訴
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

慶醸の政治学

と
こ
ろ
で
、
右
の
文
面
に
お
い
て
、
冒
頭
「
私
と
境
遇
を
同
じ
う
せ
ら
る
冶
方
々
に
I
l
l・
」
と
の
文
言
を
掲
げ
、
自
ら
を
「
移

住
者
」
「
俸
給
者
」
と
表
現
し
て
い
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
そ
も
そ
も
、
北
豊
島
郡
は
、
第
一
節
で
紹
介
し
た
よ
う
に
東
京
五
区
と

と
も
に
、
大
正
中
葉
以
降
、
東
京
の
都
市
化
の
流
れ
の
中
で
、
近
郊
開
発
が
進
み
、
急
速
に
人
口
が
増
加
し
て
い
る
地
域
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
北
豊
島
郡
の
有
権
者
も
、
前
回
の
選
挙
比
で
七
・
一
倍
に
な
り
約
一
一
万
人
増
に
な
っ
て
い
た
。

中
村
の
「
私
と
境
遇
を
同
じ
」
に
す
る
人
々
に
向
け
た
ア
ピ
ー
ル
と
は
、
同
郡
に
お
い
て
有
権
者
の
急
増
を
も
た
ら
し
て
い
る
、

東
京
近
郊
の
開
発
の
中
で
同
郡
に
移
住
し
て
き
た
俸
給
生
活
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
）
を
強
く
意
識
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う

に
東
京
五
区
や
六
区
の
よ
う
に
「
移
住
者
」
に
よ
り
人
口
が
急
増
し
て
い
た
東
京
都
市
近
郊
の
選
挙
区
に
お
い
て
は
、
新
聞
が
有
権

者
の
向
背
は
雲
の
よ
う
に
漂
う
と
表
現
し
た
よ
う
に
、
未
だ
組
織
化
さ
れ
て
い
な
い
浮
動
票
が
選
挙
の
勝
敗
を
左
右
す
る
と
考
え
ら

れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
、
中
村
は
、
自
ら
が
北
豊
島
郡
か
ら
出
る
唯
一
の
民
政
党
公
認
候
補
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
と
と

も
に
、
「
移
住
者
」
と
表
現
さ
れ
る
よ
う
な
有
権
者
を
強
く
意
識
し
た
ア
ピ
ー
ル
を
行
な
う
こ
と
に
よ
り
、
地
縁
関
係
の
深
い
民
政

党
系
候
補
と
の
差
別
化
を
目
指
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

選
挙
の
結
果
、
中
村
は
北
豊
島
郡
よ
り
一
一
一

O
O
五
四
票
を
獲
得
し
、
同
郡
か
ら
浅
賀
が
獲
得
し
た
一
三
一
一
票
、
上
杉
の
四
五
七

九
票
に
大
差
を
つ
け
る
こ
と
に
な
る
。
中
村
は
、
自
己
の
総
得
票
の
九
八
%
を
北
豊
島
郡
だ
け
か
ら
獲
得
し
ト
ッ
プ
当
選
を
果
た
し

た
た
め
、
右
の
葉
書
の
文
言
は
杷
憂
に
終
わ
っ
た
。
彼
に
ト
ッ
プ
当
選
を
も
た
ら
し
た
北
豊
島
郡
か
ら
の
大
量
得
票
の
一
因
と
し
て
、

該
選
挙
区
に
お
い
て
急
増
し
て
い
た
新
有
権
者
層
の
取
り
込
み
に
成
功
し
た
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
同

時
に
、
選
挙
に
際
し
集
票
マ
シ

l
ン
と
し
て
機
能
し
て
い
た
政
党
組
織
の
存
在
も
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
選
挙
前
に

候
補
者
と
し
て
名
前
さ
え
挙
げ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
新
人
で
、
し
か
も
自
ら
宣
言
す
る
よ
う
に
地
縁
的
つ
な
が
り
を
持
た
ぬ
中
村
が
、



ト
ッ
プ
当
選
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
彼
が
民
政
党
公
認
と
な
り
、
当
該
選
挙
区
に
お
け
る
政
党
組
織
を
通
じ
た
支
援
を
受

け
た
結
果
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
中
村
の
推
薦
状
に
、
北
豊
島
郡
在
住
の
東
京
府
議
や
同
郡
の
前
郡
会
議
長
、
町
会
議
員
の
名
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。

清）

東
京
に
お
い
て
は
、
大
正
中
葉
か
ら
昭
和
に
か
け
、
下
位
の
各
種
地
方
議
会
の
候
補
者
選
定
や
調
整
に
政
党
の
影
響
力
が
拡
大
し
、

普
選
以
後
は
、
二
大
政
党
の
系
列
化
が
一
層
加
速
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
二
大
政
党
に
系
列
化
さ
れ
た
地
方
議
会
の
各
種

議
員
と
組
織
が
、
選
挙
に
際
し
集
票
機
能
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
は
看
過
す
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
落
選
し
た

第一六回衆議院議員選挙における中選挙区制導入の影響について（玉井

浅
賀
の
得
票
結
果
か
ら
も
傍
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
既
述
の
通
り
浅
賀
は
、
北
豊
島
郡
を
地
盤
と
し
て
選
出
さ
れ
た
有
力
な
前
職

議
員
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
浅
賀
が
、
三
一
一
一
一
票
し
か
獲
得
で
き
ず
一
四
名
の
立
候
補
者
中
、
最
下
位
の
惨
敗
を
喫
し
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
、
浅
賀
の
よ
う
な
有
力
な
前
職
議
員
で
あ
っ
て
も
、
政
党
か
ら
離
脱
す
る
と
集
票
が
困
難
に
な
る
こ
と
を
知
実
に

示
し
て
い
た
。
大
正
一
五
年
の
内
務
省
の
調
査
で
は
次
期
総
選
挙
で
当
選
が
確
実
視
さ
れ
て
い
た
浅
賀
が
、
最
下
位
で
の
落
選
を
喫

し
、
選
挙
前
ま
で
出
馬
候
補
者
と
し
て
名
前
が
挙
が
ら
ず
地
縁
関
係
も
薄
い
新
人
の
中
村
継
男
が
、
ト
ッ
プ
当
選
を
果
た
し
て
い
た

こ
と
は
、
対
照
的
で
あ
っ
た
。
中
村
が
「
移
住
者
」
と
い
う
浮
動
票
の
効
果
的
な
取
り
込
み
に
成
功
し
た
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

む
し
ろ
第
一
節
で
言
及
し
た
よ
う
に
候
補
者
の
二
大
政
党
へ
の
依
存
度
が
高
く
な
っ
て
い
く
流
れ
を
念
頭
に
置
く
時
、
た
と
え
地
縁

関
係
が
希
薄
な
輸
入
候
補
で
あ
っ
て
も
自
党
の
公
認
と
し
て
擁
立
し
た
候
補
者
を
ト
ッ
プ
当
選
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
、
政

党
を
中
心
と
す
る
集
票
組
織
の
構
築
が
進
行
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

東
京
六
区
の
民
政
党
の
残
り
の
公
認
候
補
で
あ
る
佐
藤
正
と
鶴
岡
和
文
は
、
中
村
が
集
票
を
期
待
し
た
地
域
と
は
異
な
る
南
葛
飾

郡
を
主
地
盤
と
し
、
同
地
域
か
ら
の
得
票
を
期
待
し
て
い
た
。
こ
の
南
葛
飾
郡
に
お
い
て
は
、
第
一
節
に
て
紹
介
し
た
よ
う
に
前
回

選
挙
に
比
し
、
有
権
者
は
八
・
四
倍
に
な
り
、
約
六
万
人
が
増
加
し
て
い
る
。
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大
正
一
五
年
の
内
務
省
の
調
査
予
測
で
は
、
鶴
岡
に
つ
い
て
は
「
現
ニ
府
会
議
員
タ
ル
モ
格
別
信
望
ナ
シ
」
と
し
、
「
当
落
不
明
」
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と
さ
れ
、
佐
藤
に
つ
い
て
は
、
「
南
葛
飾
ノ
一
部
ニ
信
望
ア
リ
」
と
し
な
が
ら
も
「
当
落
不
明
」
と
観
測
さ
れ
て
い
た
。
南
葛
飾
郡

か
ら
鶴
岡
は
、
自
己
の
得
票
の
七
六
%
を
占
め
る
一
五
一
一
二
四
票
を
獲
得
し
、
佐
藤
は
自
己
の
得
票
の
六
二
%
を
占
め
る
一

O
七
七
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四
票
を
獲
得
し
て
い
た
。
ま
た
、
両
候
補
の
各
町
村
別
得
票
状
況
を
見
る
と
、
多
く
の
地
域
に
お
い
て
同
様
の
集
票
が
行
な
わ
れ
て

い
る
の
で
、
両
者
間
で
調
整
が
行
な
わ
れ
た
と
考
え
に
く
く
、
両
者
は
、
同
一
政
党
の
候
補
者
で
は
あ
っ
た
が
、
南
葛
飾
郡
の
票
を

慶躍の政治学

奪
い
合
う
、
競
合
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
口

ま
ず
、
南
葛
飾
郡
に
お
い
て
佐
藤
を
上
回
る
票
を
獲
得
し
た
鶴
岡
の
投
票
懇
請
の
葉
書
や
彼
へ
の
推
薦
文
を
見
る
と
、
鶴
岡
が
地

元
出
身
で
あ
り
、
父
親
の
代
か
ら
非
政
友
系
の
政
治
活
動
を
し
て
き
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
の
が
わ
か
る
。
同
郡
の
吾
嬬
町
長
の

推
薦
文
に
は
、
鶴
岡
が
わ
が
国
最
高
の
学
府
帝
大
文
学
部
を
卒
業
し
た
文
学
士
で
あ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
つ
つ
も
、
冒
頭
、
彼
が
南

葛
飾
郡
隅
田
村
に
生
ま
れ
、
同
郡
亀
戸
町
に
在
住
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
彼
の
父
英
文
が
、
非
政
友
系
の
政
治

家
と
し
て
、
東
京
府
議
を
約
二
ハ
年
、
亀
戸
町
長
を
約
三

O
年
に
亘
り
務
め
、
父
亡
き
後
は
、
和
文
が
亀
戸
町
長
を
務
め
て
き
た
こ

と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
投
票
日
四
日
前
に
は
、
総
裁
浜
口
雄
幸
単
独
名
に
よ
る
推
薦
葉
書
が
作
成
さ
れ
、
そ
こ
で
も
鶴
岡
が
父
子

二
O
年
に
亘
り
、
南
葛
飾
郡
に
お
い
て
政
友
会
の
迫
害
に
堪
え
て
き
た
勇
士
で
あ
る
こ
と
が
訴
え
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
鶴
岡
が
、
父
の
代
か
ら
地
元
の
反
政
友
系
の
政
治
家
と
し
て
活
躍
し
て
き
た
家
系
に
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
の
に
対

し
て
、
佐
藤
は
、
前
回
の
第
一
五
回
総
選
挙
に
お
い
て
、
南
葛
飾
郡
を
選
挙
区
と
す
る
東
京
旧
一
五
区
よ
り
民
政
党
の
前
身
で
あ
る

憲
政
会
か
ら
出
馬
し
た
こ
と
を
強
調
し
な
が
ら
、
そ
の
存
在
感
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
す
な
わ
ち
、
佐
藤
は
、
前
回
総
選
挙
で
は
、
政

友
会
の
中
島
守
利
と
の
事
実
上
の
一
騎
打
ち
と
な
り
負
け
た
た
め
、
当
該
総
選
挙
を
、
自
己
の
復
讐
戦
と
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、

選
挙
の
後
、
疲
労
に
よ
り
倒
れ
た
亡
き
妻
の
弔
い
合
戦
で
あ
る
と
、
有
権
者
の
情
に
訴
え
る
主
張
を
行
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
佐
藤

の
略
歴
及
推
薦
文
の
中
で
は
、
彼
が
早
稲
田
大
学
出
身
で
あ
り
、
報
知
新
聞
の
記
者
を
経
て
早
稲
田
大
学
学
長
秘
書
と
な
り
、
当
時

学
長
で
あ
っ
た
大
隈
重
信
の
側
近
で
あ
っ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
か
か
る
推
薦
文
に
は
、
早
稲
田
出
身
で
民



政
党
の
政
治
家
永
井
柳
太
郎
や
報
知
新
聞
記
者
か
ら
早
稲
田
大
学
の
講
師
を
経
て
同
党
の
政
治
家
と
な
っ
た
頼
母
木
桂
吉
、
さ
ら
に

は
、
早
稲
田
大
学
教
授
の
杉
森
孝
次
郎
を
始
め
と
す
る
早
稲
田
系
の
政
治
家
や
学
者
が
名
を
連
ね
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
民
政
党
は
、
同
一
地
域
を
主
地
盤
と
し
競
合
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
鶴
岡
と
佐
藤
の
両
名
に
公
認
を
出
し
、
鶴

清）

岡
は
、
地
縁
関
係
が
深
く
非
政
友
系
の
政
治
活
動
歴
を
有
す
る
家
系
を
、
佐
藤
は
、
従
前
の
出
馬
歴
と
早
稲
田
の
学
閥
人
脈
な
ど
を
、

各
々
生
か
し
な
が
ら
選
挙
運
動
を
展
開
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
南
葛
飾
郡
以
外
に
、
鶴
岡
は
南
足
立
郡
か
ら
、
佐
藤
は
北
豊
島
郡
か

ら
獲
得
し
た
票
の
上
積
み
に
よ
り
、
両
候
補
と
も
に
当
選
を
果
た
し
た
。
し
か
し
、
鶴
岡
は
四
位
、
佐
藤
は
五
位
の
下
位
当
選
で
あ

り
、
必
ず
し
も
余
裕
の
あ
る
当
選
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
最
下
位
当
選
の
佐
藤
の
場
合
、
次
点
の
日
本
労
働
農
民
党
の
松

第一六回衆議院議員選挙における中選挙区制導入の影響について（玉井

谷
与
一
一
郎
と
の
差
は
約
五
千
票
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
東
京
五
区
の
場
合
と
同
様
、
無
産
政
党
陣
営
で
選
挙
協
力
が
行
な
わ
れ

て
い
た
な
ら
ば
、
例
え
ば
、
労
働
農
民
党
の
南
喜
一
は
六
六
五
九
票
、
社
会
民
衆
党
の
為
藤
五
郎
は
五
九
三
八
票
を
獲
得
し
て
い
る

の
で
、
ど
ち
ら
か
一
候
補
と
の
協
定
が
実
現
し
て
い
れ
ば
、
佐
藤
は
落
選
し
た
可
能
性
が
高
か
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
東
京
六
区
の
民
政
党
の
場
合
、
北
豊
島
郡
を
主
地
盤
と
す
る
候
補
者
選
考
に
つ
い
て
は
、
中
選
挙
区
制
の
導
入
に

よ
り
生
じ
が
ち
で
あ
っ
た
共
倒
れ
の
危
険
を
招
く
よ
う
な
公
認
の
乱
立
は
回
避
し
た
が
、
非
公
認
の
同
一
政
党
系
候
補
の
出
馬
は
抑

え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
結
果
と
し
て
乱
立
状
態
に
な
っ
て
い
た
。
南
葛
飾
郡
を
主
地
盤
と
す
る
候
補
の
選
考
に
関
し
て
は
、
競
合
す

る
一
一
名
に
公
認
を
出
し
当
選
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ
れ
は
、
東
京
五
区
の
場
合
と
同
様
、
無
産
政
党
の
選
挙
協
定
の
不
調
に

よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
結
果
で
あ
り
、
必
ず
し
も
余
裕
の
あ
る
戦
い
で
は
な
か
っ
た
。

最古

五口＝コnH

22う

以
上
の
よ
う
に
第
一
六
回
衆
議
院
議
員
選
挙
は
、
大
幅
な
選
挙
制
度
の
改
正
と
大
き
な
政
党
改
編
が
行
な
わ
れ
て
以
降
、
初
め
て
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実
施
さ
れ
た
総
選
挙
で
あ
っ
た
た
め
、
政
党
の
公
認
調
整
は
円
滑
に
は
進
ま
な
か
っ
た
口
結
果
と
し
て
、
非
公
認
の
候
補
者
を
含
め

同
一
政
党
候
補
者
間
で
共
倒
れ
の
危
険
性
の
あ
る
選
挙
区
が
多
く
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
稿
で
考
察
を
加
え
た
東
京
の
選
挙
区

も
、
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
、
各
候
補
者
の
地
盤
と
、
立
候
補
の
届
出
か
ら
公
認
決
定
ま
で
の
経
緯
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
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こ
と
に
よ
り
検
証
し
た
。

ま
た
、
こ
う
し
た
状
況
下
、
各
候
補
者
は
、
対
立
政
党
だ
け
で
な
く
同
一
政
党
候
補
者
と
の
競
合
に
も
晒
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

そ
れ
は
立
候
補
宣
言
や
挨
拶
状
、
推
薦
状
の
内
容
分
析
に
よ
り
、
候
補
者
が
期
待
す
る
主
力
集
票
地
域
の
重
複
や
、
競
合
す
る
候
補

者
名
を
挙
げ
て
の
危
機
意
識
の
表
出
な
ど
を
通
じ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
右
の
選
挙
関
連
文
書
か
ら
は
、
各
候
補
者
が
、

他
の
候
補
者
と
の
差
別
化
を
目
指
し
た
選
挙
運
動
を
展
開
し
た
こ
と
も
確
認
で
き
た
が
、
そ
れ
ら
は
、
地
縁
関
係
や
政
治
活
動
歴
、

あ
る
い
は
事
業
、
法
曹
、
陸
軍
、
大
学
等
の
自
ら
の
経
歴
に
関
連
し
、
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
訴
え
と
な
り
、
同
時
に
、
各
候
補
者
の

支
援
組
織
を
明
示
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
興
味
深
か
っ
た
の
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
東
京
五
区
と
六
区
が
、
い
ず
れ
も
東
京
の
都

市
化
に
伴
う
近
郊
開
発
に
よ
る
人
口
増
加
地
域
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
う
し
た
有
権
者
層
を
音
ω
識
し
た
訴
え
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と

や
、
既
成
政
党
候
補
者
で
あ
り
な
が
ら
も
納
税
資
格
撤
廃
に
伴
い
生
ま
れ
た
新
有
権
者
の
取
り
込
み
を
目
指
す
文
言
も
盛
り
込
ま
れ

て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
政
党
を
離
脱
し
た
候
補
者
が
惨
敗
し
た
の
と
は
対
照
的
に
、
地
縁
関
係
の
薄
い
輸
入
候
補
者
が
、
政
党
の
公
認
候
補
と

し
て
出
馬
し
上
位
当
選
を
果
た
し
て
い
た
事
例
か
ら
は
、
選
挙
に
際
し
機
能
す
る
こ
大
政
党
の
集
票
マ
シ

l
ン
の
構
築
が
進
み
つ
つ

あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
そ
れ
は
、
続
く
二
回
の
総
選
挙
を
経
る
ま
で
の
期
間
、
我
が
国
に
現
出
し
た
二
大
政
党
体
制
を
支
え
、

さ
ら
に
五
・
一
五
事
件
に
よ
り
政
党
政
治
が
崩
壊
す
る
も
の
の
、
議
会
に
お
い
て
は
依
然
と
し
て
二
大
政
党
の
優
位
を
継
続
さ
せ
た

基
盤
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
中
選
挙
区
制
導
入
に
伴
い
生
じ
た
同
一
政
党
系
候
補
者
間
の
競
合
に
注
目
し
な
が
ら
、
彼



等
の
立
候
補
宣
言
や
推
薦
状
の
内
容
分
析
を
行
な
い
、
第
一
六
回
総
選
挙
に
お
け
る
選
挙
戦
の
内
実
を
解
き
明
か
し
て
み
た
。
こ
れ

ら
の
選
挙
文
書
か
ら
は
、
同
一
政
党
間
で
行
な
わ
れ
た
地
盤
調
整
や
、
冒
頭
で
指
摘
し
た
政
党
再
編
の
影
響
を
確
認
で
き
る
事
例
も

あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
紙
幅
の
関
係
か
ら
稿
を
改
め
て
論
じ
る
予
定
で
あ
る
。

清）第一六回衆議院議員選挙における中選挙区制導入の影響について（玉井

拙
稿
「
第
一
回
普
選
に
お
け
る
選
挙
ポ
ス
タ
ー
導
入
過
程
」
（
寺
崎
修
・
玉
井
清
『
戦
前
日
本
の
政
治
と
市
民
意
識
』
、
慶
鷹
義
塾
大
学
出
版
会
、

二
O
O
五
年
）
、
「
第
一
回
普
選
と
政
党
の
選
挙
ポ
ス
タ
ー
」
（
『
法
学
研
究
』
、
平
成
一
七
年
四
月
）
、
「
第
一
回
普
選
の
投
票
率
と
有
権
者
の
意
識

l
選

挙
啓
蒙
活
動
を
中
心
に
」
（
『
選
挙
研
究
』
二
一
号
、
二

O
O
六
年
）
、
「
第
一
回
普
選
と
候
補
者
の
選
挙
ポ
ス
タ
ー
」
（
『
法
学
研
究
』
平
成
一
九
年
二
月
）
。

（
2
）
紋
切
り
型
の
推
薦
状
に
つ
い
て
は
、
岡
本
一
平
の
風
刺
漫
画
に
も
「
推
薦
状
紋
切
形
」
と
題
し
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
説
明
に
は
「
ご
歴
々
の

名
前
を
連
ね
た
候
補
者
の
推
薦
状
な
る
も
の
が
、
そ
の
文
句
は
大
概
定
ま
っ
て
居
る
、
志
操
堅
実
、
人
格
高
潔
、
国
政
を
担
ふ
に
足
り
る
人
物
で
あ

る
相
だ
。
い
く
ら
美
辞
麗
句
で
も
か
う
お
そ
ろ
ひ
に
使
は
れ
て
は
刺
戟
が
薄
ら
ぐ
。
」
と
榔
撤
さ
れ
て
い
た
（
「
普
選
漫
画
」
、
『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭

和
三
年
二
月
九
日
付
夕
刊
）
。

（3
）
深
川
区
の
人
口
は
、
関
東
大
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
た
め
、
大
正
九
年
の
一
八
・
一
万
人
か
ら
大
正
一
四
年
に
は
一
六
万
人
と
減
少
し
、

昭
和
五
年
に
お
い
て
も
一
七
・
七
万
人
と
、
大
正
九
年
時
ま
で
に
回
復
し
て
い
な
か
っ
た
（
「
昭
和
五
年
国
勢
調
査
報
告
・
第
四
巻
・
府
県
編
・
東
京
府
』
、

内
閣
統
計
局
、
昭
和
八
年
）
。
し
た
が
っ
て
、
深
川
区
の
有
権
者
増
は
、
納
税
資
格
撤
廃
に
起
因
し
て
い
た
。

（
4
）
北
豊
島
郡
は
、
大
正
九
年
の
三
八
万
人
か
ら
、
大
正
一
四
年
の
六
六
・
五
万
人
、
昭
和
五
年
の
八
五
・
八
万
人
へ
、
荏
原
郡
も
、
大
正
九
年
の

二
五
・
四
万
人
か
ら
、
大
正
一
四
年
の
五
二
・
六
万
人
、
昭
和
五
年
の
七
九
・
九
万
人
へ
と
急
増
し
て
い
た
（
同
右
「
昭
和
五
年
国
勢
調
査
報
告
・

第
四
巻
・
府
県
編
・
東
京
府
』
）
0

（5
）
南
葛
飾
郡
の
人
口
は
、
大
正
九
年
の
二

0
・
五
万
人
か
ら
大
正
一
四
年
の
三
四
・
七
万
人
、
昭
和
五
年
の
四
八
万
人
に
増
加
し
て
い
る
が
（
同

右
『
昭
和
五
年
国
勢
調
査
報
告
・
第
四
巻
・
府
県
編
・
東
京
府
』
）
、
有
権
者
の
伸
び
は
そ
れ
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
の
で
、
納
税
資
格
撤
廃
の
影

響
も
看
過
で
き
な
い
。

227 
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6 

「
東
京
日
日
新
聞
』
昭
和
三
年
二
月
一
四
日
付
夕
刊
。

普
選
実
現
に
伴
い
無
産
政
党
結
成
の
動
き
が
活
発
化
し
、
多
く
の
無
産
政
党
候
補
が
出
馬
し
た
の
は
、
そ
の
典
型
で
あ
ろ
う
。

「
東
京
日
日
新
聞
』
昭
和
三
年
一
月
二
五
日
。
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『
東
京
日
日
新
聞
』
昭
和
三
年
一
月
二
五
日
。

『
東
京
朝
日
新
聞
」
昭
和
三
年
一
月
一
一
一
一
一
日
。

（

9
）
 

（同）
（
日
）
「
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
三
年
一
月
一
一
一
一
日
。
政
友
会
で
は
、
公
認
候
補
者
は
最
大
で
も
問
百
名
を
越
え
ぬ
よ
う
に
努
め
、
な
る
べ
く
三
円
五
、

六
十
名
に
絞
り
込
む
方
針
で
あ
る
こ
と
も
報
じ
ら
れ
て
い
た
（
同
上
）
0

（
ロ
）
「
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
三
年
二
月
六
日
。

（
日
）
当
初
、
政
友
会
は
、
二
月
五
日
頃
ま
で
に
全
公
認
候
補
者
を
決
定
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
五
日
に
な
っ
て
も
、
調
整
の
遅
れ
か
ら
全
公
認
候

補
を
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
三
年
二
月
六
日
）
0

（
凶
）
「
東
京
日
日
新
聞
』
昭
和
三
年
二
月
一
回
目
。

（
日
）
『
近
代
日
本
政
治
史
必
携
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
一
年
）
。
以
下
、
総
選
挙
ご
と
の
立
候
補
者
総
数
や
政
党
別
候
補
者
数
等
は
、
本
書
に
よ
っ
た
。

第
一
五
回
総
選
挙
ま
で
は
、
立
候
補
届
け
出
制
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
泡
沫
候
補
を
ど
こ
ま
で
数
え
る
か
に
よ
り
数
字
は
異
な
る
。
例
え
ば
、
当
時

の
新
聞
で
は
、
候
補
者
総
数
を
、
第
一
四
回
、
八
七
五
名
、
第
一
五
回
、
一

O
五
七
名
（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
三
年
二
月
一
四
日
付
夕
刊
）
と
報

じ
る
場
合
も
あ
っ
た
。
小
選
挙
区
制
下
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
五
回
総
選
挙
に
際
し
、
候
補
者
総
数
が
多
い
の
は
、
清
浦
杢
吾
内
閣
へ
の

支
持
を
め
ぐ
り
政
友
会
が
政
友
本
党
に
分
裂
し
た
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
同
）
従
前
の
総
選
挙
で
は
、
無
競
争
反
が
少
な
か
ら
ず
生
ま
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
第
一
回
普
選
に
際
し
て
は
、
そ
れ
が
な
か
っ
た
こ
と
が
新
聞
に

注
目
さ
れ
て
い
た
（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
三
年
二
月
二
二
日
）
。
こ
う
し
た
事
実
に
も
、
候
補
者
の
出
馬
意
欲
の
高
さ
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

（
打
）
『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
三
年
二
月
二
二
日
。

（同）
（
円
）

（
却
）

『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
一
一
一
年
二
月
一
一
日
付
夕
刊
。

『
東
京
日
日
新
聞
』
昭
和
三
年
二
月
二
一
日
。

激
戦
地
東
京
の
中
で
、
最
も
候
補
者
が
乱
立
し
た
選
挙
区
と
し
て
注
目
さ
れ
た
の
は
、
四
区
で
あ
っ
た
。
同
区
は
、
定
数
回
名
に
対
し
、
四
倍



清）

の
一
六
名
の
候
補
者
が
立
ち
、
そ
の
内
、
政
友
会
は
ゴ
一
名
の
公
認
に
二
名
の
非
公
認
、
民
政
党
も
二
名
の
公
認
に
三
名
の
非
公
認
が
立
ち
、
両
党
と

も
定
数
を
越
え
る
候
補
者
が
出
馬
し
た
た
め
、
新
聞
は
、
激
し
い
同
士
討
ち
は
免
れ
な
い
選
挙
区
と
解
説
し
て
い
た
（
『
東
京
日
日
新
聞
』
昭
和
三
年

一
一
月
一
四
日
付
夕
刊
）
。
本
来
な
ら
ば
、
最
初
に
四
区
を
取
り
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
関
連
の
選
挙
関
連
文
書
の
制
約
か
ら
考
察
の
対

象
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

（
引
）
東
京
五
区
を
構
成
す
る
地
域
の
前
回
の
第
一
五
回
総
選
挙
に
お
け
る
党
派
別
得
票
数
は
、
憲
政
会
九
O
五
一
票
、
政
友
会
四
二
三
七
票
、
政
友

本
党
六
O
七
二
票
、
革
新
倶
楽
部
六
九
四
O
票
で
あ
っ
た
（
「
改
正
選
挙
法
（
大
正
十
四
年
法
律
四
七
号
）
有
権
者
見
込
数
ト
第
十
五
回
総
選
挙
有
権

者
比
較
表
」
（
『
第
十
五
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
一
覧
」
衆
議
院
事
務
局
、
大
正
一
五
年
所
収
）
。
ま
た
、
大
正
一
五
年
の
内
務
省
調
査
に
よ
る
と
、
東

京
五
区
の
党
派
別
勢
力
の
比
率
は
、
憲
政
会
三
O
%
、
政
友
会
二
四
%
、
政
友
本
党
六
%
、
実
業
同
志
会
一
%
、
無
所
属
三
O
%
、
そ
の
他
九
%
と

さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
く
当
選
者
予
測
は
、
憲
政
会
（
当
選
確
実
一
、
当
選
不
明
コ
一
、
見
込
ナ
シ
二
名
で
、
内
、
前
職
二
）
、
政
友
会
（
当
選
確
実
O
、

当
選
不
明
四
、
見
込
ナ
シ
一
、
内
、
前
職
二
と
な
っ
て
い
た
（
「
改
正
法
ニ
依
ル
第
一
回
総
選
挙
予
想
調
査
（
大
正
一
五
年
内
務
省
警
保
局
刊
）
」
〈
「
昭

和
初
期
政
党
政
治
関
係
資
料
・
第
一
巻
」
、
不
二
出
版
、
一
九
八
八
年
〉
所
収
、
以
下
、
「
内
務
省
総
選
挙
調
査
」
と
略
す
）
。
こ
れ
以
降
、
政
党
再
編

が
あ
る
の
で
単
純
な
類
推
は
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
憲
政
会
の
後
身
で
あ
る
民
政
党
は
、
政
友
会
よ
り
優
勢
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
、
新
聞
も
そ

う
し
た
認
識
に
立
ち
、
選
挙
観
測
を
行
な
っ
て
い
た
（
『
東
京
日
日
新
聞
』
昭
和
三
年
二
月
二
日
付
夕
刊
）
0

（
刀
）
朝
倉
虎
治
郎
は
、
大
正
四
年
、
八
年
、
十
三
年
の
東
京
府
会
議
員
選
挙
に
豊
多
摩
郡
よ
り
出
て
連
続
当
選
を
重
ね
て
い
た
（
『
東
京
府
史
・
府
会
篇
・

第
一
巻
』
、
東
京
府
、
昭
和
四
年
）
0

（
幻
）
「
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
三
年
一
月
一
一
一
一
一
日
。
「
東
京
日
日
新
聞
』
（
昭
和
一
二
年
一
月
一
一
一
一
一
日
）
に
お
い
て
も
、
東
京
五
反
の
政
友
会
に
つ
い
て
は
、

同
様
の
観
測
が
な
さ
れ
て
い
た
。

（
引
け
）
東
京
で
政
友
会
の
同
士
討
ち
の
危
険
性
が
あ
る
選
挙
区
と
し
て
は
、
東
京
五
区
の
他
に
四
区
と
七
区
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
（
「
東
京
日
日
新
聞
』

昭
和
三
年
一
一
月
一
O
日
）
0

（
お
）
牧
野
の
推
薦
状
の
中
で
は
、
多
年
東
京
府
会
議
員
、
同
議
長
と
し
て
自
治
制
に
経
験
と
功
績
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
た
（
「
牧
野
賎
男
の
推

薦
状
」

C
｜
幻

1
2）
。
牧
野
は
、
大
正
四
年
、
大
正
八
年
の
東
京
府
議
会
議
員
選
挙
に
出
て
当
選
す
る
が
、
下
谷
区
か
ら
の
出
馬
で
あ
っ
た
（
前
掲
『
東

京
府
史
・
府
会
篇
・
第
一
巻
』
〈
東
京
府
、
昭
和
四
年
〉
。
な
お
、
東
京
府
議
会
議
員
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
樫
井
良
樹
「
戦
前
期
東
京
府
に
お

229 

第一六回衆議院議員選挙における中選挙区制導入の影響について（玉井



日本政治

け
る
府
会
議
員
総
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て
」
〈
『
麗
津
大
学
論
叢
』
、
第
七
巻
、
一
九
九
六
年
〉
も
参
照
）
。
牧
野
の
府
議
会
議
長
就
任
は
、
大
正
一
三

年
二
月
二

O
日
の
こ
と
で
あ
る
が
、
同
日
辞
職
し
、
即
日
、
矢
野
鉱
吉
が
選
出
さ
れ
て
い
る
（
同
上
『
東
京
府
史
・
府
会
篇
・
第
一
巻
」
）
。
矢
野
も

大
正
四
年
と
八
年
の
東
京
府
会
議
員
選
挙
に
、
牧
野
同
様
、
下
谷
区
か
ら
出
て
当
選
し
て
い
る
。
他
方
、
大
正
二
二
年
一
月
二
二
日
に
衆
議
院
は
解

散
に
な
り
五
月
一

O
日
に
実
施
さ
れ
た
第
一
五
回
総
選
挙
に
、
矢
野
も
牧
野
も
政
友
会
か
ら
出
馬
す
る
。
矢
野
は
、
下
谷
区
が
含
ま
れ
る
東
京
旧
八

区
か
ら
の
出
馬
で
あ
っ
た
が
、
牧
野
は
東
京
旧
一
三
区
か
ら
で
あ
り
、
府
議
会
議
員
選
挙
と
は
異
な
る
地
域
か
ら
の
出
馬
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
事
情
を
考
え
る
と
、
牧
野
の
議
長
当
選
、
即
日
辞
職
は
、
総
選
挙
に
向
け
「
東
京
府
議
会
議
長
」
と
い
う
肩
書
き
作
り
の
た
め
と
、
出
馬

す
る
選
挙
区
を
め
ぐ
り
彼
が
譲
歩
し
た
こ
と
へ
の
配
慮
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
日
に
も
満
た
ぬ
形
式
に
す
ぎ
な
い
「
東
京
府
議
会
議
長
」
在
任

で
あ
っ
た
が
、
当
該
総
選
挙
の
推
薦
状
の
中
で
も
牧
野
の
経
歴
と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
そ
れ
が
総
選
挙
に
向
け
て
の
箔
付
け
の
意
図
を

有
し
て
い
た
こ
と
を
改
め
て
示
し
て
い
た
。

『
読
売
新
聞
』
昭
和
三
年
一
月
二
八
日
。
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（お）
（
幻
）
『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
一
二
年
一
月
二
九
日
付
夕
刊
。

（
お
）
大
正
一
四
年
一
一
月
一
一
一
日
に
石
川
が
死
去
し
た
た
め
、
大
正
一
四
年
二
一
月
一
九
日
に
補
欠
選
挙
が
実
施
さ
れ
（
『
議
会
制
度
百
年
史
・
院
内

会
派
編
・
衆
議
院
の
部
」
、
大
蔵
省
印
刷
局
、
平
成
二
年
）
、
憲
政
会
の
斯
波
が
九
一
五
八
票
、
政
友
会
の
牧
野
が
六
九
二
五
票
で
、
牧
野
は
二
千
票

余
の
差
を
つ
け
ら
れ
落
選
し
て
い
る
（
「
第
十
五
回
衆
議
院
議
員
補
欠
選
挙
一
覧
」
、
前
掲
『
第
十
五
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
一
覧
』
所
収
）
。

（
砂
）
牧
野
は
二
度
、
選
挙
に
出
て
敗
戦
の
苦
い
汁
を
味
わ
っ
て
い
る
の
で
今
回
は
堅
実
な
運
動
を
展
開
し
て
い
る
と
報
じ
ら
れ
た
（
『
東
京
朝
日
新
聞
』

昭
和
三
年
二
月
一
一
一
日
付
夕
刊
）
0

（
却
）
前
掲
「
内
務
省
総
選
挙
調
査
」
。
同
調
査
の
職
業
欄
に
「
弁
護
士
」
と
あ
る
よ
う
に
、
彼
は
、
東
京
弁
護
士
会
副
会
長
の
経
歴
を
持
ち
、
大
審
院

長
横
田
秀
雄
の
推
薦
状
も
作
成
さ
れ
て
い
る
（

C
l
m｜
2
）
の
で
、
こ
こ
で
言
う
同
業
者
と
は
法
曹
界
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
彼
は
、
立

候
補
挨
拶
状
の
中
に
、
「
普
選
は
無
産
階
級
と
青
年
と
の
活
躍
の
舞
台
で
あ
る
」
と
の
文
言
を
、
太
字
で
盛
り
込
ん
で
い
た
が
（
「
牧
野
賎
男
の
立
候

補
挨
拶
状
」

C
I
M
I－
－
そ
う
し
た
主
張
は
、
右
調
査
の
「
学
生
聞
に
信
望
あ
り
」
と
符
合
し
て
い
た
。
ま
た
、
こ
の
挨
拶
状
に
は
、
今
日
ま
で

の
政
治
は
、
制
限
選
挙
で
一
割
四
分
の
有
産
特
権
階
級
が
、
八
割
六
分
の
無
産
階
級
を
支
配
し
、
綱
紀
の
類
廃
、
政
治
の
腐
敗
、
人
心
の
堕
落
、
百
弊
、

こ
こ
に
発
す
る
、
と
無
産
政
党
候
補
者
が
好
ん
で
用
い
る
よ
う
な
主
張
も
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
新
有
権
者
の
取
り
込
み
を
強
く
意
識
し
た
牧
野
の



清）

主
張
は
、
彼
の
選
挙
ピ
ラ
に
も
見
出
す
こ
と
の
で
き
る
特
徴
で
あ
っ
た
（
拙
稿
「
第
一
回
普
選
と
候
補
者
の
選
挙
ポ
ス
タ
ー
」
）
0

（
引
）
以
下
、
第
一
五
回
総
選
挙
に
お
け
る
各
候
補
者
の
得
票
状
況
に
関
し
て
は
、
前
掲
「
第
十
五
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
一
覧
』
に
よ
る
。

（
ロ
）
大
正
一
五
年
の
内
務
省
調
査
に
は
、
牧
野
以
外
の
三
名
の
政
友
会
公
認
候
補
者
名
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
（
前
掲
「
内
務
省
総
選
挙
調
査
」
）
。

（
日
）
「
東
京
朝
日
新
聞
」
昭
和
三
年
一
月
二
五
日
。

（
M
）
「
読
売
新
聞
』
昭
和
三
年
一
月
二
九
日
。

（
お
）
「
畑
弥
右
衛
門
の
推
薦
状
」
、

C
｜
同
｜
2
0

（
M
）
「
畑
弥
右
衛
門
の
立
候
補
宣
言
」

C
｜
同
｜
l
。
帝
都
郊
外
の
一
片
地
で
あ
っ
た
荏
原
郡
西
北
の
新
大
地
、
数
十
万
坪
を
、
内
外
の
人
の
魅
了
す

る
帝
国
文
化
の
権
威
と
も
い
え
る
田
園
都
市
に
し
、
そ
の
事
業
は
、
荏
原
郡
か
ら
さ
ら
に
隣
の
、
東
京
五
区
を
構
成
す
る
豊
多
摩
郡
に
も
伸
び
て
い

く
こ
と
が
高
唱
さ
れ
て
い
た
（
「
畑
弥
右
衛
門
の
推
薦
状
」

C
｜
凶
｜
2
）0

（
幻
）
「
畑
弥
右
衛
門
の
推
薦
状
」

C
｜
円
｜
1
0

（
見
）
東
京
五
区
の
中
立
候
補
石
井
満
の
立
候
補
宣
言
の
中
で
も
、
自
ら
の
選
挙
区
が
都
市
近
郊
開
発
の
中
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、
そ
れ
に
伴

う
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
遅
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
改
善
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
我
が
国
人
口
の
八
割
が
都
会
に
住
む
よ
う
な
都
市
化
が

進
み
、
中
で
も
東
京
近
郊
に
於
け
る
発
達
は
顕
著
で
、
選
挙
区
で
あ
る
豊
多
摩
荏
原
二
郡
の
町
村
も
、
世
界
で
例
外
的
な
発
展
ぶ
り
を
呈
し
て
い
る
、

し
か
し
国
政
担
当
者
の
多
く
は
田
舎
を
選
挙
区
に
す
る
政
治
家
な
の
で
都
会
生
活
者
の
利
益
は
閑
却
さ
れ
、
教
育
機
関
、
道
路
、
交
通
、
電
気
、
瓦
斯
、

水
道
、
下
水
等
、
文
化
的
都
市
に
必
要
な
進
歩
的
設
備
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
改
善
を
推
進
し
東
京
郊
外
生
活
者
の
福
祉
に
貢
献
し
た

い
と
訴
え
て
い
た
「
石
井
満
の
立
候
補
宣
言
」
（

C
l附
｜
1
）
。
な
お
、
既
述
の
よ
う
に
、
解
散
直
後
の
新
聞
報
道
の
中
に
は
、
石
井
を
政
友
会
の

候
補
と
し
て
予
測
す
る
記
事
も
あ
っ
た
。

（mm
）
以
下
、
第
一
六
回
総
選
挙
に
お
け
る
各
候
補
者
の
得
票
状
況
に
つ
い
て
は
、
『
第
十
六
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
一
覧
」
（
衆
議
院
事
務
局
、
昭
和

三
年
）
に
よ
る
。

（
判
）
「
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
三
年
二
月
一
二
日
付
夕
刊
。
新
聞
は
、
投
票
後
に
行
な
わ
れ
た
と
す
る
政
府
陣
営
の
当
落
予
測
を
伝
え
て
い
る
が
、
東

京
五
区
の
政
友
会
で
は
、
当
選
予
定
者
と
し
て
牧
野
と
畑
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
（
「
東
京
日
日
新
聞
」
昭
和
三
年
二
月
一
一
一
日
）
0

（
制
）
漆
は
、
政
友
会
創
立
後
の
第
七
回
か
ら
一
三
固
ま
で
の
全
て
の
総
選
挙
に
、
東
京
郡
部
よ
り
同
党
の
候
補
者
と
し
て
出
馬
し
て
い
る
。
し
か
も
、
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第
二
次
大
限
内
閣
下
で
政
友
会
に
逆
風
が
吹
い
た
第
一
二
回
総
選
挙
を
除
く
、
六
回
の
総
選
挙
で
当
選
を
重
ね
た
重
鎮
で
あ
っ
た
。

（
但
）
「
畑
弥
右
衛
門
の
推
薦
状
」

cー
は
1
2
0
荏
原
郡
在
住
で
東
京
府
議
会
議
員
選
挙
に
同
郡
よ
り
選
出
さ
れ
て
い
た
平
林
浅
次
郎
と
立
石
知
満
の

名
前
が
連
記
さ
れ
て
い
た
。
平
林
は
、
大
正
八
年
と
十
三
年
の
選
挙
で
、
立
石
は
、
大
正
一
三
年
の
選
挙
で
当
選
し
て
い
た
（
『
東
京
府
史
・
府
会
篇
・

第
一
巻
」
）
0

（
伯
）
土
屋
は
、
昭
和
二
年
一
二
月
一
日
に
死
去
し
て
い
た
（
「
議
会
制
度
百
年
史
・
院
内
会
派
編
衆
議
院
の
部
』
、
大
蔵
省
印
刷
局
、
平
成
二
年
）
0

（
判
）
『
読
売
新
聞
』
昭
和
三
年
二
月
一
二
日
。
一
月
末
に
新
聞
が
紹
介
し
た
候
補
者
一
覧
（
二
九
日
、
午
後
十
時
現
在
）
で
は
、
畑
、
佐
藤
、
牧
野
は
、

政
友
会
の
新
人
と
し
て
紹
介
し
な
が
ら
、
三
上
を
中
立
の
新
人
と
し
て
扱
う
新
聞
も
あ
っ
た
（
「
東
京
日
日
新
聞
』
昭
和
三
年
一
月
三
O
H
）
こ
と
か

ら
も
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
三
上
に
公
認
が
出
る
か
百
か
は
不
透
明
で
あ
っ
た
。

『
東
京
朝
日
新
聞
」
昭
和
一
一
一
年
一
月
二
七
日
付
夕
刊
。

「
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
三
年
一
月
一
二

O
日。
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（特）
（判）
（
灯
）
「
佐
藤
安
之
助
の
推
薦
状
（
田
中
義
一
）
」
（
C
1
2
1
2
）
。
拙
稿
「
第
一
回
普
選
と
候
補
者
の
選
挙
ポ
ス
タ
ー
」
も
参
照
の
こ
と
。
佐
藤
支
援
は
、

田
中
だ
け
で
な
く
陸
軍
関
係
者
も
積
極
的
に
行
な
い
、
陸
軍
大
将
・
福
田
雅
太
郎
単
独
に
よ
る
推
薦
状
（
C
｜
引

1
3）
や
、
坂
西
利
八
郎
、
堀
内

文
治
郎
、
瀧
本
秀
見
、
長
尾
穂
次
、
福
田
雅
太
郎
、
木
田
伊
之
助
、
芝
生
佐
市
郎
の
陸
軍
関
係
者
連
名
に
よ
る
推
薦
状
も
作
成
さ
れ
て
い
た
（
C
｜

引
｜
2
）
。
さ
ら
に
、
右
の
瀧
本
秀
見
の
印
の
あ
る
推
薦
状
の
中
で
は
、
代
議
士
の
中
に
、
在
郷
軍
人
出
身
者
が
少
な
い
た
め
、
国
防
問
題
や
軍
人
問

題
に
つ
い
て
隔
靴
掻
庫
の
感
が
あ
る
の
で
、
議
政
壇
上
に
在
郷
軍
人
出
身
者
を
送
り
、
五
日
等
の
希
望
を
貫
徹
す
る
に
努
め
る
、
と
訴
え
（
C
｜
お
｜
l
）、

彼
が
在
郷
軍
人
の
利
益
代
表
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
た
。

（
川
村
）
『
読
売
新
聞
』
昭
和
二
一
年
二
月
二

O
日
。
選
挙
後
の
人
物
紹
介
の
中
で
も
、
佐
藤
に
つ
い
て
は
、
田
中
大
将
自
ら
が
援
軍
の
総
指
揮
を
と
り
、
佐

藤
は
お
ら
の
代
り
だ
と
思
っ
て
助
け
て
や
っ
て
く
れ
と
、
頼
み
廻
る
ほ
ど
の
熱
心
き
で
あ
っ
た
、
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
「
普
選
代

議
士
初
見
参
（
九
）
」
（
『
東
京
日
日
新
聞
』
昭
和
三
年
三
月
七
日
）
。

（
特
）
大
正
一
五
年
の
内
務
省
の
調
査
は
、
土
屋
に
つ
い
て
「
負
債
及
健
康
上
ヨ
リ
シ
テ
再
起
ノ
見
込
ナ
シ
」
と
し
、
次
期
総
選
挙
の
出
馬
の
可
能
性

は
な
い
と
判
断
し
て
い
た
（
前
掲
「
内
務
省
総
選
挙
調
査
」
）
0

（
知
）
「
佐
藤
安
之
助
の
推
薦
状
」

C
I
n－
－
。



清）

（
日
）
既
述
の
よ
う
に
、
畑
は
豊
多
摩
郡
か
ら
は
散
票
し
か
獲
得
し
て
い
な
い
得
票
結
果
に
照
ら
し
て
も
、
豊
多
摩
郡
は
、
畑
の
選
挙
運
動
の
対
象
外

地
域
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
臼
）
「
佐
藤
安
之
助
の
立
候
補
宣
言
」

C
I
m－
－
。
佐
藤
の
略
歴
を
紹
介
し
た
中
で
も
、
佐
藤
が
本
籍
を
荏
原
郡
に
置
き
、
同
郡
に
家
屋
を
有
す
る

も
の
の
、
「
未
だ
政
治
運
動
を
試
み
な
い
新
人
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
た
（
C
｜
却
1

2
）
。
ま
た
、
先
の
土
屋
の
未
亡
人
の
推
薦
書
面
の
中
で
も
、
佐

藤
は
、
政
友
会
公
認
と
は
い
え
選
挙
区
の
地
盤
関
係
が
希
薄
で
旧
有
権
者
間
に
お
い
て
兎
角
振
っ
て
い
な
い
、
と
の
危
機
感
を
穆
ま
せ
る
文
言
が
綴

ら
れ
て
い
た
（
「
佐
藤
安
之
助
の
推
薦
状
」

C
1
2｜
l
）。

（
日
）
三
上
の
立
候
補
の
届
け
出
が
、
四
人
の
政
友
会
候
補
の
中
で
一
番
遅
か
っ
た
背
景
に
も
、
そ
う
し
た
事
情
を
推
断
で
き
る
。

（
日
）
「
三
上
英
雄
の
立
候
補
宣
言
書
」

c
l
n｜
3
0

（
日
）
三
上
を
候
補
者
と
し
て
取
り
上
げ
た
新
聞
の
人
物
紹
介
で
は
、
「
運
動
員
の
魚
屋
が
パ
ク
チ
を
し
て
も
弱
者
の
味
方
三
上
英
雄
君
」
と
の
見
出
し

を
付
け
、
弁
護
士
会
の
副
会
長
時
代
、
三
上
が
無
産
者
の
味
方
と
し
て
活
躍
し
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
、
従
前
よ
り
普
選
運
動
の
推
進
に
尽
力
し
て
き

た
こ
と
が
、
本
人
か
ら
語
ら
れ
る
と
と
も
に
、
職
工
か
ら
の
熱
い
支
援
を
受
け
て
い
る
こ
と
も
伝
え
（
『
読
売
新
聞
」
昭
和
三
年
二
月
一

O
日
）
、
コ
一

上
が
新
有
権
者
の
票
に
期
待
を
か
け
て
い
る
こ
と
を
窺
わ
せ
て
い
た
。

（
%
）
「
三
上
英
雄
の
選
挙
ビ
ラ
」

B
1
8
1
4
0

（伺）
（
見
）

（
円
）

（

ω） 

第一六回衆議院議員選挙における中選挙区制導入の影響について（玉井

「
ゴ
一
上
英
雄
の
立
候
補
宣
言
書
」

C
l
n｜
3
0

「
牧
野
賎
男
の
推
薦
状
」

C
｜
幻
｜
2
0

「
牧
野
賎
男
の
推
薦
状
」

c
l
u－
－
。

「
大
衆
時
報
」

C
｜
お
｜
1
0
新
聞
の
体
裁
を
と
っ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
、
三
上
支
援
の
た
め
の
機
関
紙
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
は
、
杉
並

町
有
志
総
代
に
よ
る
推
薦
文
も
掲
載
さ
れ
、
三
上
が
杉
並
町
在
住
の
唯
一
の
候
補
者
で
あ
る
こ
と
、
し
か
し
多
数
の
候
補
が
続
出
し
非
常
な
る
苦
戦

を
演
じ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
、
よ
り
一
層
の
支
援
を
訴
え
て
い
た
。

（
“
）
公
認
決
定
後
、
二
月
一

O
日
の
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
立
候
補
者
一
覧
（
十
日
午
前
零
時
）
に
お
い
て
、
三
上
は
政
友
会
公
認
と
し
て
紹
介
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
が
（
「
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
三
年
二
月
一

O
日
）
、
投
票
日
前
日
の
二
月
一
九
日
の
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
、
東
京
の
政
友
会
公
認
候

補
を
顔
写
真
入
り
で
紹
介
し
た
広
告
の
中
に
、
三
上
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
（
『
東
京
朝
日
新
聞
」
昭
和
三
年
二
月
一
九
日
）
0

233 
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三
上
は
総
選
挙
直
後
の
昭
和
三
年
六
月
一

O
に
実
施
さ
れ
た
東
京
府
会
議
員
選
挙
に
、
豊
多
摩
郡
よ
り
出
馬
し
当
選
し
て
い
る
（
前
掲
「
東
京

府
史
・
府
会
篇
・
第
一
巻
』
）
0

（
ω）
無
産
政
党
進
出
へ
の
期
待
を
紙
面
に
穆
ま
せ
て
い
た
新
聞
は
、
選
挙
協
定
が
実
現
し
て
い
れ
ば
無
産
政
党
候
補
者
の
当
選
を
出
す
こ
と
が
で
き

た
選
挙
区
の
典
型
と
し
て
東
京
五
区
を
取
り
上
げ
て
い
た
（
杜
説
「
第
一
日
の
開
票
に
見
る
」
〈
「
東
京
日
日
新
聞
」
昭
和
三
年
一
一
月
二
二
日
〉
）
0

ま
た
、

佐
藤
の
当
選
は
、
無
産
政
党
の
同
士
討
ち
で
射
止
め
ら
れ
た
も
の
と
解
説
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
（
「
普
選
代
議
士
初
見
参
（
九
）
『
東
京
日
日
新
聞
」

昭
和
三
年
三
月
七
日
」
）
0
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東
京
六
区
を
構
成
す
る
地
域
の
前
回
第
一
五
回
総
選
挙
に
お
け
る
党
派
別
得
票
数
は
、
憲
政
会
一
一
五
四
八
票
、
政
友
会
一

O
六
七
二
票
と
、
憲

政
会
の
方
が
若
干
優
位
に
あ
る
が
（
前
掲
「
改
正
選
挙
法
（
大
正
十
四
年
法
律
四
七
号
）
有
権
者
見
込
数
ト
第
十
五
回
総
選
挙
有
権
者
比
較
表
」
）
、
政

友
会
は
、
中
島
守
利
、
前
田
米
蔵
の
有
力
議
員
を
抱
え
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
大
正
一
五
年
の
内
務
省
調
査
に
よ
る
と
、
東
京
六
区
の
党
派
別
勢
力

状
況
は
、
憲
政
会
三
三
%
、
政
友
会
三
六
%
、
政
友
本
党
二
%
、
実
業
同
志
会
二
%
、
旧
革
新
倶
楽
部
一
%
、
無
所
属
二
ハ
%
、
そ
の
他
九
%
と
観

測
し
、
こ
れ
に
基
づ
く
当
選
者
予
測
は
、
憲
政
会
（
当
選
確
実
一
、
当
選
不
明
二
、
見
込
ナ
シ
一
名
で
、
内
、
前
職
一
）
、
政
友
会
（
当
選
確
実
二
、

当
選
不
明
一
、
見
込
ナ
シ
三
、
内
、
前
職
二
）
と
し
て
い
た
（
前
掲
「
内
務
省
総
選
挙
調
査
」
）
。
東
京
五
区
の
場
合
と
同
様
、
こ
れ
以
降
、
政
党
再

編
が
あ
る
の
で
単
純
な
類
推
は
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
右
の
調
査
結
果
を
参
考
に
す
る
な
ら
ば
、
東
京
六
区
に
お
け
る
政
友
会
と
民
政
党
の
勢
力
は
、

括
抗
し
て
い
る
か
、
若
干
政
友
会
の
方
が
優
勢
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
、
新
聞
も
そ
う
し
た
認
識
に
立
ち
、
選
挙
観
測
を
行
な
っ
て
い
た
（
「
東
京
日
日

新
聞
」
昭
和
三
年
二
月
一
一
日
付
夕
刊
）
0

（
白
）
前
回
の
第
一
五
回
総
選
挙
で
、
浅
賀
は
、
北
豊
島
郡
よ
り
六
八
一
七
票
、
南
足
立
郡
よ
り
一
一
一
九
一
票
を
獲
得
し
当
選
し
た
。
ま
た
、
浅
賀
は
、

東
京
府
議
会
の
北
豊
島
郡
選
出
の
川
口
調
三
郎
失
職
に
伴
う
補
欠
選
挙
で
当
選
し
た
後
、
大
正
四
年
と
八
年
の
選
挙
に
も
同
郡
よ
り
出
て
当
選
し
て

い
る
（
前
掲
『
東
京
府
史
・
府
会
篇
・
第
一
巻
』
）
。

（
“
）
前
掲
「
内
務
省
総
選
挙
調
査
」
o

（
日
）
浅
賀
は
、
大
正
一
五
年
二
一
月
一
五
日
、
憲
政
会
よ
り
脱
退
し
衆
議
院
の
所
属
を
無
所
属
へ
と
変
更
し
て
い
る
（
前
掲
「
議
会
制
度
百
年
史
・

院
内
会
派
衆
議
院
の
部
』
）
0

中
村
は
、
浅
賀
の
脱
党
以
後
、

64 68 

一
年
数
カ
月
、
瀧
野
川
、
王
子
方
面
に
活
動
し
、
浅
賀
が
固
め
た
民
政
党
（
憲
政
会
）
の
地
盤
を
根
拠
に
運
動



清）

を
展
開
し
形
勢
有
望
と
観
測
さ
れ
て
い
た
（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
一
二
年
二
月
一
一
一
付
夕
刊
）
。

（
ω）
前
掲
「
内
務
省
総
選
挙
調
査
」
。
同
調
査
予
想
は
、
東
京
六
区
の
予
想
候
補
者
と
し
て
、
佐
藤
と
鶴
岡
の
名
前
を
上
げ
、
解
散
直
後
の
新
聞
も
、

東
京
六
区
の
民
政
党
候
補
者
と
し
て
両
者
の
名
前
は
挙
げ
て
い
た
が
、
中
村
の
名
前
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
（
『
東
京
日
日
新
聞
』
昭
和
三

年
一
月
二
三
日
、
鶴
岡
和
文
は
、
鶴
賀
英
文
と
誤
記
さ
れ
て
い
る
）
。
立
候
補
の
届
け
出
は
、
一
月
二
三
一
日
に
鶴
岡
が
（
「
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
三
年

一
月
二
四
日
）
、
二
五
日
に
佐
藤
が
行
な
っ
て
い
た
（
『
読
売
新
聞
」
、
昭
和
三
年
一
月
二
六
日
）
。
こ
の
間
の
二
四
日
、
民
政
党
東
京
支
部
は
、
鶴
岡

と
佐
藤
の
公
認
を
決
定
し
た
が
（
『
読
売
新
聞
』
昭
和
三
年
一
月
二
五
日
）
、
そ
こ
に
も
中
村
の
名
前
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
中
村
の
立
候
補

の
届
け
出
は
、
二
七
日
に
行
な
わ
れ
（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
一
二
年
一
月
二
八
日
付
夕
刊
）
、
同
日
、
民
政
党
の
第
一
回
公
認
発
表
も
行
な
わ
れ
、
そ

こ
に
東
京
六
区
の
候
補
と
し
て
、
中
村
、
鶴
岡
、
佐
藤
の
三
名
の
名
前
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
（
「
読
売
新
聞
」
昭
和
コ
一
年
一
月
二
八
日
）
。
こ
れ

ら
の
こ
と
か
ら
、
佐
藤
と
鶴
岡
は
、
東
京
支
部
の
意
向
も
あ
り
早
く
か
ら
公
認
候
補
と
し
て
予
定
さ
れ
本
人
も
そ
の
意
志
を
固
め
て
い
た
が
、
浅
賀

が
地
盤
と
し
て
き
た
北
豊
島
郡
の
穴
を
埋
め
る
候
補
と
し
て
の
中
村
擁
立
に
つ
い
て
は
、
鶴
岡
、
佐
藤
よ
り
遅
く
中
央
も
関
与
し
な
が
ら
決
定
さ
れ

た
と
推
断
さ
れ
る
。

（
河
）
中
村
の
推
薦
文
に
付
さ
れ
た
略
歴
に
よ
れ
ば
、
彼
は
、
熊
本
市
花
園
町
生
ま
れ
、
県
立
熊
本
中
学
、
長
崎
高
等
商
業
学
校
を
卒
業
後
、
教
頭
と

し
て
教
鞭
を
と
る
な
ど
し
て
、
税
務
監
督
局
に
勤
め
、
同
事
務
官
ま
で
昇
進
し
た
後
、
大
正
十
二
年
に
退
官
、
退
官
後
は
、
官
民
の
賛
助
に
よ
る
税

務
懇
話
会
を
組
織
し
、
一
般
納
税
者
の
申
告
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
た
、
と
す
る
（
「
中
村
継
男
の
推
薦
状
」
、

c
i
m
i－－）。

（
引
）
「
中
村
継
男
の
投
票
懇
請
葉
書
」
、

c
l見
｜
2
0

（
η
）
「
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
一
一
一
年
一
月
一
一
一
一
日
。
浅
賀
は
、
「
立
候
補
の
御
挨
拶
」
（

C
l
m｜
3
1
2
）
の
中
で
、
中
立
と
し
て
出
馬
し
た
理
由
と

し
て
、
政
党
を
否
認
し
た
り
無
視
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
政
党
の
堕
落
と
政
治
家
の
腐
敗
が
明
ら
か
な
事
実
と
な
る
中
、
良
く
主
義
に
殉
じ
政
策

の
実
現
に
努
め
る
純
真
無
垢
な
政
党
が
な
い
こ
と
を
挙
げ
て
い
た
。

（
乃
）
「
東
京
朝
日
新
聞
」
昭
和
三
年
二
月
一
日
。

（
河
）
「
上
杉
章
雄
の
立
候
補
之
辞
」
（
C
｜
丹
｜
l
）
の
中
で
は
「
立
憲
民
政
党
衆
議
院
議
員
候
補
者
」
と
書
き
、
「
上
杉
章
雄
の
推
薦
状
（
御
願
ひ
）
」
（
C

ー

ω｜
1
）
の
中
で
は
、
「
民
政
党
候
補
者
」
と
記
し
、
公
認
で
は
な
い
も
の
の
民
政
党
候
補
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
『
読
売
新
聞
」

（
昭
和
三
年
二
月
六
日
）
紙
上
に
お
い
て
も
、
民
政
党
候
補
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
大
正
一
五
年
の
内
務
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
上
杉
は
「
北
豊
島

23う
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郡
ノ
西
部
ニ
相
当
信
望
ア
リ
」
と
し
な
が
ら
も
、
「
当
落
不
明
」
と
さ
れ
て
い
た
（
前
掲
「
内
務
省
総
選
挙
調
査
」
）
が
、
こ
の
予
想
調
査
で
は
、
上

杉
は
政
友
会
候
補
と
さ
れ
て
い
る
。
新
聞
の
観
測
記
事
に
も
、
従
前
板
橋
氏
は
政
友
会
の
前
田
に
好
意
的
で
あ
っ
た
と
の
記
述
が
見
え
る
の
で
（
『
東

京
朝
日
新
聞
」
昭
和
三
年
二
月
一
二
日
付
夕
刊
）
、
町
長
で
あ
っ
た
上
杉
も
政
友
会
か
ら
の
出
馬
が
予
測
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

（
行
）
「
上
杉
章
雄
の
推
薦
状
」
（
C
！
”
｜
2
）
。
上
杉
は
、
浅
賀
の
辞
職
に
伴
う
補
欠
選
挙
で
当
選
し
、
大
正
一
一
年
一

O
月
一

O
日
に
は
、
東
京
府

議
会
の
参
事
会
員
に
選
出
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
『
東
京
府
史
・
府
会
篇
・
第
一
巻
」
）
0

（
河
）
「
中
村
継
男
の
投
票
懇
請
葉
書
」
（
C
｜
ω
A
l
e－

P
2
）0

（
打
）
注
（
4
）
参
照
の
こ
と
。

（
河
）
『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
三
年
二
月
一
二
日
。

（
河
）
彼
は
、
そ
の
内
容
か
ら
投
票
日
を
間
近
に
控
え
送
付
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
投
票
懇
請
葉
書
の
中
で
も
、
自
分
が
北
豊
島
郡
唯
一
の
民
政
党
公

認
候
補
で
あ
る
こ
と
、
し
か
し
門
閥
、
財
閥
で
な
い
た
め
「
敵
の
重
囲
に
陥
ら
ん
と
し
て
居
る
」
と
、
危
機
を
訴
え
支
持
の
獲
得
に
努
め
て
い
た
（
「
中

村
継
男
の
投
票
懇
請
葉
書
」

C
｜
犯
｜
3
）。

（
剖
）
中
村
は
、
北
豊
島
郡
以
外
の
南
葛
飾
郡
と
南
足
立
郡
か
ら
は
散
票
し
か
獲
得
せ
ず
、
選
挙
運
動
の
対
象
外
と
し
て
い
た
こ
と
が
、
そ
の
得
票
結

果
よ
り
わ
か
る
。

（
別
）
推
薦
者
の
友
人
代
表
と
し
て
、
保
坂
治
太
郎
（
西
巣
鴨
在
、
東
京
府
議
、
参
事
官
員
）
、
複
本
鮭
太
郎
（
滝
野
川
町
在
、
東
京
府
議
、
前
北
豊
島

郡
会
議
長
）
、
小
泉
金
之
助
（
尾
久
町
在
、
東
京
府
議
、
警
務
委
員
）
、
戸
枝
（
金
常
）
太
郎
（
滝
野
川
町
在
、
同
町
議
、
荒
玉
水
道
組
合
議
員
）
、
横

瀬
精
一
（
滝
野
川
町
在
、
同
町
議
、
昭
和
青
年
同
志
会
長
）
の
名
前
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
（
「
中
村
継
男
の
推
薦
状
」

C
｜
ω
A
E
－
－
）
。
保
坂
は
、

大
正
八
年
の
東
京
府
議
会
選
挙
に
北
豊
島
郡
よ
り
選
出
さ
れ
、
榎
本
と
小
泉
は
、
大
正
二
一
一
年
の
同
府
議
会
議
員
選
挙
に
同
郡
よ
り
選
出
さ
れ
て
い

た
（
前
掲
『
東
京
府
史
・
府
会
篇
・
第
一
巻
』
）
0

こ
れ
以
外
に
も
、
中
村
の
住
居
の
あ
る
同
郡
滝
野
川
の
町
会
議
員
八
名
、
同
町
在
住
の
所
得
税
調

査
委
員
一
名
の
計
九
名
連
記
の
推
薦
状
等
（
「
中
村
継
男
の
推
薦
状
」

clωAhost－－
4
）
も
確
認
で
き
る
。
因
み
に
、
こ
の
よ
う
に
町
会
議
員
の
推
薦
状

が
あ
る
滝
野
川
町
だ
け
か
ら
、
中
村
は
他
の
い
か
な
る
候
補
を
も
圧
倒
す
る
五
四
五
五
票
の
大
量
得
票
に
成
功
し
て
い
た
。

（
位
）
樫
本
良
樹
『
帝
都
東
京
の
近
代
政
治
史
」
（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
三
九

1
二
七
八
頁
）
。

（
幻
）
前
掲
「
内
務
省
総
選
挙
調
査
」
0
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清）

（
糾
）
父
の
鶴
岡
英
文
は
、
明
治
四
O
年
九
月
の
東
京
府
議
会
議
員
選
挙
に
南
葛
飾
郡
よ
り
出
て
当
選
し
て
以
降
、
明
治
四
四
年
、
大
正
四
年
、
八
年

と
連
続
当
選
し
、
四
期
務
め
、
大
正
一
三
年
の
選
挙
で
は
、
和
文
が
出
馬
し
、
四
名
の
定
数
の
内
、
ト
ッ
プ
当
選
を
果
た
し
て
い
た
「
（
前
掲
「
東
京

府
史
・
府
会
篇
・
第
一
巻
』
）
。

（
お
）
「
鶴
岡
和
文
の
推
薦
状
」

C
｜
日
｜
l
。
こ
う
し
た
経
歴
を
生
か
し
鶴
岡
は
、
亀
戸
町
か
ら
三
四
二
一
票
を
獲
得
し
他
の
候
補
を
圧
す
る
（
佐
藤

は
一
四
O
一
票
）
得
票
を
し
て
い
る
。
投
票
日
六
日
前
に
最
後
の
お
願
い
と
し
て
出
さ
れ
た
葉
書
に
も
、
自
ら
が
此
の
選
挙
区
に
生
ま
れ
、
父
子
と

も
に
二

O
年
に
亘
り
政
友
会
と
戦
っ
て
き
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
（
「
鶴
岡
和
文
の
投
票
懇
請
葉
書
」

c
l
M｜
3）。

（
悩
）
「
鶴
岡
和
文
の
推
薦
状
（
漬
口
雄
幸
）
」

c
l
M｜
4
0
友
人
代
表
の
大
津
梅
次
郎
（
南
葛
飾
郡
町
村
会
会
長
兼
同
郡
吾
嬬
町
長
）
の
推
薦
状
（
C

INU－
－
）
に
も
、
鶴
岡
が
、
父
の
代
か
ら
地
元
に
密
着
し
、
反
政
友
の
政
治
活
動
を
展
開
し
て
き
た
こ
と
が
、
強
調
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に

町
長
の
推
薦
状
が
出
さ
れ
た
吾
嬬
町
か
ら
、
鶴
岡
は
二
八
八
三
票
と
他
の
候
補
を
圧
す
る
（
佐
藤
は
一
九
五
六
票
）
得
票
を
し
て
い
る
。

（
初
）
「
佐
藤
正
の
立
候
補
宣
言
」

C
｜
日
｜
2
0

（
同
）
「
佐
藤
正
君
略
歴
及
推
薦
」

C
｜
%
｜
2
0
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